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近年の少子高齢化の進行に加え、今後は本格的な人口減少局面を迎えることが

見込まれる中、市民一人ひとりの暮らしを支える公共交通に期待される役割は、

これまで以上に多様化し、その重要性は一層高まっております。 

本市では、これまでも将来にわたって持続可能な公共交通体系を構築すること

を重要な課題と捉え、「小山の産業・ひと・未来を支える活力と魅力ある交通環境

づくり」を基本理念とする「小山市総合都市交通計画」を令和 2(2020)年 3 月に

策定するとともに、「小山市立地適正化計画」を令和 2(2020)年 1 月に策定し、「コ

ンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりと連動し、コミュニティバス「お

ーバス」の充実など、公共交通の利便性向上に取り組んでまいりました。 

国においては、令和 2(2020)年 11 月に「地域公共交通活性化及び再生に関する

法律」が改正され、公共交通は地域の移動のニーズに細かく対応すべきとの方針

が示されました。本市においても、「公共交通」は都市において必要不可欠な「都

市機能」であり、市民への「公共サービス」であると位置付け、公共交通分野に

おける市の取組方針を明らかにした「小山市地域公共交通計画」を令和 5(2023)

年２月に初めて策定いたしました。 

その後、令和 7(2025)年 3 月策定の「田園環境都市おやまビジョン」において

は、「全ての市民のより良い暮らし(ウェルビーイング)の実現を目指す」ことを最

上位の目標に掲げ、都市の利便性と田園の豊かさが調和した、誰もが安心して暮

らし続けられるまちの実現を目指しています。公共交通は、その基盤となるもの

であり、日常の移動を支えるだけでなく、地域の活力や交流を生み出し、持続可

能なまちづくりを支える重要な役割を担っています。 

また、国土交通省では、令和 7(2025)年 3 月に「地域公共交通計画のアップデ

ートに関するガイダンス Ver1.0」を公表し、環境変化を踏まえた計画の継続的な

見直しと実効性の確保を求めています。 

これらの背景を踏まえ、今回、今後の取組を総合的・計画的に推進していくた

め、本市における公共交通施策の方向性を改めて整理した「小山市地域公共交通

計画」の改定を行いました。 

本計画に基づき、人口減少や高齢化が進む中においても、自家用車に過度に依

存することなく、子どもから高齢者まで、誰もが安心して移動できる公共交通環

境の実現を目指し、市民の皆さまはもとより、市外から訪れる方々にとっても暮

らしやすく、選ばれるまち小山となるよう、施策を着実に推進してまいります。 

市民の皆さま並びに関係者の皆さまにおかれましては、本計画の趣旨をご理解

いただき、今後とも一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見・ご提言をいただきました小山

市地域公共交通会議委員の皆さまをはじめ、意見調査等にご協力いただいた市民

の皆さま、関係機関の方々に、心より感謝申し上げます。  
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ὓᵊ ᵵ  

1-1. ὓᵊ  

本計画は、総合都市交通計画の掲げる「小山の産業・ひと・未来を支える活力

と魅力ある交通環境づくり」のための総合的な取組の一環としての公共交通分野

について、市の取組方針を明らかにするために取りまとめたものです。また、地

域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定計画としての側面も有し

ます。 

併せて、本市コミュニティバスの運行について、国の地域公共交通確保維持改

善事業費補助金(地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金)等を活用するにあ

たり、地域公共交通計画の作成及び計画における補助系統等の位置付けが補助要

件化されていることから、補助系統の地域の公共交通における位置づけや補助事

業活用の必要性等について記載しております。 

 

1-2. ῝Ặῖ ḩ ṁ  

本市では、小山市総合都市交通計画において、交通政策の理念を「小山の産業・

ひと・未来を支える活力と魅力ある交通環境づくり」として掲げています。すな

わち、①本市の産業振興には、発展がめまぐるしい首都圏中央連絡自動車道や北

関東自動車道など高速道路沿いの開発地と本市産業地域を繋ぐ、広域ネットワー

クの構築が必要と考えています。②市街地や地域間を誰もが移動しやすく、市内

からも市外からも安心快適に外出できることで高齢者等の活力に繋げ、かつ持続

可能な魅力ある交通環境を目指すものとしています。 

望ましい交通環境の実現にあたっては、土地利用・交通社会資本・公共交通・

市民の交通行動等を包括的にとらえて、相互の施策を組み合わせて総合的に取り

組む必要があります。したがって、本市の公共交通政策は、それ自体の改善・課

題解決の観点にとどまることなく、公共交通を理想的な交通環境を実現するため

の手段の一つと位置づけ、上位目的の実現のための戦略的取組を推進します。 

本計画では、῝Ặῖ ψ ◕τΣΜο ᴦὧσˮ ◕Ṑ ˯であり、 ◕

χὊְχБ˔иẉό◕ ϒχ῝ẶЂ˔РІと位置づけ、そのЂ˔РІйЦиは上

位目的に照らして◕Υ︠ τ βϥρρϜτʺ ϬⱱμοζχםᾝτΚθ

ϤϘβʻ同時に、民間事業者の力を活用してその効率的な運営に努めます。公共

交通のサービス内容の検討・決定にあたっては、本計画の枠組みに従って市民意

見の反映に努め、市として率先して◕ χθϛχ῝Ặῖ ϬםᾝΰϘβʻ 
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1-3. ὓᵊ ӡ  

本計画は、小山市総合都市交通計画(令和 2(2020)年 3 月策定)の下位計画とし

て策定するものです。 

本計画は、小山市総合都市交通計画とともに、本市のまちづくりの上位計画で

ある「田園環境都市おやまビジョン」及び「第 9 次小山市総合計画」等に即する

とともに、本市の長期を展望したまちの姿を定める「小山市都市と緑のマスター

プラン」「小山市立地適正化計画」をはじめとする関連計画と整合・連携を図りま

す。 

 

þ ∞¤  
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1-4. ὓᵊỸӽ 

本計画の計画区域は、本市全域です。なお、本計画に基づく公共交通サービス

が市域外にわたることを妨げるものではありません。 

þ ╓ 

 

1-5. ὓᵊṍḧ 

本計画の計画期間は、令和８(2026)年 10 月から令和 14(2032)年 3 月までとし

ます。 

  

╦◕ 
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╦◕ ӽ῝Ặῖ ᾝ ᴿ  

2-1. ╦◕ ӽ῝Ặῖ ᾝ ᴿ  

2-1-1. ӽῖ ᾝ  

ᵓזּ  

þ ǡ ┌ Ǧ  

本市の人口は平成 7(1995)年から平成 27（2015）年にかけて 16,645 人増加し

ましたが、令和 2（2020）年の 166,666 人から減少に転じております。年齢別に

は、年少人口は年々減少、生産年齢人口についても平成 17(2005)年をピークに減

少しています。一方で、高齢者人口は年々増加しており、高齢化率は令和 22(2040)

年には 3 割を超える見込みです。 

 

¥2030 ∙ ǡ ǚǢ  ǚ ȅǊǙƷǾǒǴ  3 ǡ

Ǜ╗ ǊǝƷ ƿƵǽǱǌ¡ 

¥ È 7È2025É Ǣ È 7È2025É 10 1 ÉÉ

È 12È2000É 7È2025É Ǣ ȅ ǳÉ  12È2030É ∙ Ǣ

ǡ ȰºȨǞ ǘǀ  
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þ ᴴ טּ  

令和 2(2020)年の高齢者人口をみると市街地内に集中しているほか、市街地周

辺の集落においても集中しているエリアが見られます。また、高齢化率をみると、

市街化区域内では高齢化率 30%未満のエリアが多くなっているのに比べ、市街化

調整区態では 30%を超えるエリアも多くみられます。 

令和 27(2045)年の将来高齢者人口では、市街化区域全体で高齢化率が高まり、

一部エリアを除き 30%以上となる見込みです。 

¤  2( 2020)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )  

¤  27( 2045)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )  

  



7 

 

¤ טּ  2( 2020)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )  

¤ טּ  27( 2045)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )   
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þ  

令和２(2020)年の年少人口をみると、市街地内を中心に集中しており、特に小

山駅東側にメッシュあたり 150 人以上のエリアが集中しています。年少人口割合

では、市街地内、市街地周辺ともに比率の高いエリアが点在しています。 

令和 27(2045)年の将来年少人口では、メッシュあたり 150 人以上のエリアが小

山駅南側や市街化区域南側に多く見られ、市街化区域縁辺部の年少人口の規模が

減少する見込みとなっています。将来の年少人口は市内の多くの地域で 15%未満

となる見込みです 

¤  2( 2020)  

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )  

¤  27( 2045)  

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )   
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¤  2( 2020)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )  

¤  27( 2045)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )   
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þ  

令和 2(2020)年～令和 27(2045)年の人口密度増減をみると、小山駅及び間々

田駅周辺部において、人口密度が大きく減少していることがわかります。 

¤  2( 2020) 27( 2045)  

 

¥ טּ ( 7( 2025) ũ )  
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ῖ  

þ ǡȱɓȬɀ  

平成 30(2018)年のパーソントリップ調査※1 では本市居住者の総トリップ数

(1 つの目的での出発地から到着地までの移動の数)は約 33 万トリップ／日であ

り、平成 11(1999)年より約 2 万トリップ／日(5.4%)増加しています。トリップ

種別でみると、市内における移動(市内々トリップ)が約 7 割を占めています。ま

た、市内外トリップが平成 11(1999)年から 13.7%増加しています。 

※1 パーソントリップ調査…人々が「いつ、どこから、どこへ、どのような目的で、どのような時

間帯に、どのような交通手段で」移動しているかを把握する調査。本市は 20 年に 1 回程度の頻度

で実施 

【調査概要】 

期間：平成 30(2018)年度～令和元(2019)年度 

範囲：本市全域  調査対象：平成 30(2018)年 10 月の平日 

 調査方法：調査票を住民基本台帳から無作為に抽出した世帯へ郵送にて配布し、回答を郵送ま

たは WEB より回収 

 サンプル数：6525 世帯・14,625 人 

 

¥ 11( 1999)   30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ  

注：市内々＝市内と市内間の移動、市内外＝市内と市外間の移動、市外々＝市外と市外間の移動 

 

þ ᶇ ᶍ  

市民の移動手段は自動車が約 7 割を占め、バスの利用割合は 0.3%と依然として

低い状況です。高齢者に関しては、自転車、二輪車、徒歩の割合が減少し、自動

車による移動が大幅に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

¥ 11( 1999)   30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ   

ˢЕзАФ/ ˣ
ЕзАФ

  ˢ̋ˣ
ˢЕзАФ/ ˣ

ЕзАФ

  ˢ̋ˣ

◕ ˑ 214,357 69.2% 220,707 67.6% 3.0%

◕ ᵰ 83,593 27.0% 95,032 29.1% 13.7%

◕ᵰˑ 11,700 3.8% 10,722 3.3% -8.4%

ЕзАФ 309,650 100.0% 326,461 100.0% 5.4%

H11 H30

ЕзАФ
ЕзАФ

ᾚ
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þ ǫǡȱɓȬɀ Ǧ  

市内各地域から中心市街地(小山駅周辺)への移動手段のうち、近隣地域でも自

動車が約 5～7 割を占めており、中心市街地への移動は自動車へ依存している状

況です。 

 
¥ 30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ  

 

þ ǡ ǡ  

小山駅から伸びている幹線道路の一部で、混雑度が 1.0 を超えており、駅周辺

の自動車交通需要のコントロールが求められています。 

 

¥ 3( 2021) ¤   ╪  

È ╪Ȩȍɔȅּנ ǊǙ É  
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þ ǞƽǄǾ ◖ ǞǻǾ ǡ ┌ 

全国における 75 歳以上の高齢運転者による交通死亡事故は、令和 2(2020)年ま

で、減少傾向にありましたが、近年は年々増加しています。また、免許保有者 10

万人当たりの死亡事故件数を比較すると、75 歳以上の運転者による死亡事故件数

は 75 歳未満の運転者による死亡事故件数と比べ、約 2 倍以上多く発生していま

す。 

 

 

¥ 6( 2024) ǞƽǄǾ ǡ ǞǗƷǙ( )  

 

þ ¤ 1 Ƶǒǽ ȱɓȬɀ  

自動車運転免許非保有者の平均トリップ数は、自動車運転免許保有者の平均ト

リップ数に比べて少ない傾向にあります。 

 

¥ 30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ  

  

̙75⅞ӟ ‰ ֫ ˢԁיּ ᾖ ӟ ֫ ˣτϢϥ♂ ⱧᾮὯ  
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þ30 45 ǡ ¤ ǜǵǡ ¤ 1 Ƶǒǽ ȱ

ɓȬɀ  

子育て世代として、30～45 歳の女性に着目して、18 歳以下の子どもの有無別、

就業非就業別に比較すると、私事目的の内訳では、子供のいない女性に比べて、

子供のいる女性は送迎トリップの割合が多い傾向が見られます。 

 

¥ 30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ  

þȹȢ ǫǡȋȘȤȢ ǡ ǦȹȢ◖ ǡ  

バス停から 300m 圏内に居住する人の方が、バス停から 300m 以上離れた地域

に居住する方よりも外出している傾向にあります。また、バス停から 300m 圏内

に居住する人の中でも、運行頻度の高いバス停に近い人の方が外出している傾向

にあります。 

 
¥ 30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ   
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þ Ǜ 1 Ƶǒǽ ȱɓȬɀ (șɖȢ ă1 ∞)  

男女ともに 65 歳以上の年齢階層で外出している人の 1 日あたりの平均トリッ

プ数は増加していますが、依然として 2 人に 1 人は外出していない状況が見られ

ます。また、15-24 歳の若者の外出率が減少していますが、外出している若者の

トリップ数は微増傾向にあります。 

 

※1 グロス生成原単位：ある地域に居住する全ての人の平均トリップ数 

¥ 11( 1999)   30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ  

 

þ ȱɓȬɀ (ȶȬȱ ă2 ∞)  

 

※2 ネット生成原単位：ある地域に居住する全ての人のうち、外出した人の平均トリップ数 

¥ 11( 1999)   30( 2018)  ȺºȦɜȱɓȬɀ   
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ệ ∞ ệ 

1ˣ ḧ יּ  

¥  

 

 令和 7(2025)年度の路線バス、デマンドバス全体の年間利用者数は 1,384,550人

でした。 
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2ˣ∞ ệ 

 会計面で見ると、令和 7(2025)年度の運行経費は 553,469,722 円、利用者負担

は 191,123,505円、公的負担は 362,346,217円でした。 

þ  

¥  

 

¥  

  

◖ ◖ ◖

ׂׄ 145,236,269 50,232,008 97,440,031 34.59%

׃ׄ 143,415,200 47,642,239 97,469,646 33.22%

ׄׄ 182,086,561 58,286,058 125,012,903 32.01%

ׅׄ 200,166,822 73,166,411 125,938,276 36.55%

׆ׄ 190,856,873 80,212,954 110,616,319 42.03%

ׇׄ 191,901,252 85,812,353 106,179,199 44.72%

אׄ 201,560,993 92,870,865 109,212,228 46.08%

בׄ 207,299,512 99,223,081 109,517,446 47.86%

גׄ 225,419,407 104,326,814 120,272,479 46.28%

דׄ 237,980,578 111,242,877 125,833,000 46.74%

ׂׅ 257,136,882 119,103,997 137,733,383 46.32%

264,754,453 119,366,680 145,093,527 45.09%

ׄ 339,842,070 124,737,643 205,109,516 36.70%

ׅ 333,876,684 129,717,400 204,266,447 38.85%

׆ 352,291,768 143,789,506 209,869,329 40.82%

ׇ 376,043,754 163,981,139 215,838,281 43.61%

א 424,910,963 181,324,207 247,517,488 42.70%

ב 553,469,722 191,123,505 362,346,217 34.50%
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þ ¤  

営業係数：100 円の収入を得るために要した費用を示すものです。 

 

 

 

 

 

ӡ È É½È É 102,689 / 8,557 107,632 / 8,969

Ӣ◖ È É½È É 33,670,666 / 2,805,889 ⱦ 57,116,583 / 4,759,715 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 10,231,080 / 852,590 ⱦ 11,155,672 / 929,639 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 23,439,586 / 1,953,299 ⱦ 45,960,911 / 3,830,076 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 100 ⱦ 104 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 228 ⱦ 30.4 ð 427 ⱦ 19.5 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

329

░
G11-0/
◖

ÈӣÝӢÜ0//É

512

ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 76,035 / 6,336 76,208 / 6,351

Ӣ◖ È É½È É 25,885,722 / 2,157,144 ⱦ 26,836,861 / 2,236,405 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 8,363,799 / 696,983 ⱦ 8,620,722 / 718,394 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 17,521,923 / 1,460,160 ⱦ 18,216,139 / 1,518,012 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 110 ⱦ 113 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 230 ⱦ 32.3 ð 239 ⱦ 32.1 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

ÈӣÝӢÜ0//É

309 311

·
G11-0/
◖

ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 68,831 / 5,736 70,878 / 5,907

Ӣ◖ È É½È É 27,366,198 / 2,280,517 ⱦ 28,004,631 / 2,333,719 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 11,277,850 / 939,821 ⱦ 12,402,379 / 1,033,532 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 16,088,348 / 1,340,696 ⱦ 15,602,252 / 1,300,188 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 164 ⱦ 175 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 234 ⱦ 41.2 ð 220 ⱦ 44.3 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

╪
G11-0/
◖

226

ÈӣÝӢÜ0//É

243

ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 219,017 / 18,251 225,488 / 18,791

Ӣ◖ È É½È É 55,637,470 / 4,636,456 ⱦ 58,398,763 / 4,866,564 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 27,932,772 / 2,327,731 ⱦ 29,197,057 / 2,433,088 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 27,704,698 / 2,308,725 ⱦ 29,201,706 / 2,433,476 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 128 ⱦ 129 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 126 ⱦ 50.2 ð 130 ⱦ 50.0 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

199

ÈӣÝӢÜ0//É

G11-0/
◖

ÈӣÝӢÜ0//É

200

ӡ È É½È É 87,123 / 7,260 90,392 / 7,533

Ӣ◖ È É½È É 24,670,833 / 2,055,903 ⱦ 28,389,196 / 2,365,766 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 11,676,716 / 973,060 ⱦ 11,701,059 / 975,088 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 12,994,117 / 1,082,843 ⱦ 16,688,137 / 1,390,678 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 134 ⱦ 129 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 149 ⱦ 47.3 ð 185 ⱦ 41.2 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

ÈӣÝӢÜ0//É

G11-0/
◖

211

ÈӣÝӢÜ0//É

243
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ӡ È É½È É 112,439 / 9,370 116,624 / 9,719

Ӣ◖ È É½È É 23,646,697 / 1,970,558 ⱦ 35,006,357 / 2,917,196 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 16,273,385 / 1,356,115 ⱦ 17,843,929 / 1,486,994 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 7,373,312 / 614,443 ⱦ 17,162,428 / 1,430,202 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 145 ⱦ 153 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 66 ⱦ 68.8 ð 147 ⱦ 51.0 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

ÈӣÝӢÜ0//É

꞉
G11-0/
◖

ÈӣÝӢÜ0//É

145 196

ӡ È É½È É 77,705 / 6,475 79,434 / 6,620

Ӣ◖ È É½È É 22,751,979 / 1,895,998 ⱦ 30,265,662 / 2,522,139 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 10,801,789 / 900,149 ⱦ 11,118,777 / 926,565 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 11,950,190 / 995,849 ⱦ 19,146,885 / 1,595,574 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 139 ⱦ 140 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 154 ⱦ 47.5 ð 241 ⱦ 36.7 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

272

ÈӣÝӢÜ0//É

ǽ
G11-0/
◖

211

ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 38,736 / 3,228 44,519 / 3,710

Ӣ◖ È É½È É 25,864,470 / 2,155,373 ⱦ 39,580,718 / 3,298,393 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 5,349,693 / 445,808 ⱦ 5,965,658 / 497,138 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 20,514,777 / 1,709,565 ⱦ 33,615,060 / 2,801,255 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 138 ⱦ 134 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 530 ⱦ 20.7 ð 755 ⱦ 15.1 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

663483

·

G11-0/
◖

ÈӣÝӢÜ0//É ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 54,309 / 4,526 62,480 / 5,207

Ӣ◖ È É½È É 23,737,091 / 1,978,091 ⱦ 39,707,028 / 3,308,919 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 6,506,990 / 542,249 ⱦ 7,024,924 / 585,410 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 17,230,101 / 1,435,842 ⱦ 32,682,104 / 2,723,509 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 120 ⱦ 112 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 317 ⱦ 27.4 ð 523 ⱦ 17.7 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

365 565

ÈӣÝӢÜ0//ÉÈӣÝӢÜ0//É

 

♯ ¤
ǡ♯
G12-0/
◖

ӡ È É½È É 158,574 / 13,215 170,418 / 14,202

Ӣ◖ È É½È É 58,169,488 / 4,847,457 ⱦ 62,856,601 / 5,238,050 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 20,802,066 / 1,733,506 ⱦ 23,956,006 / 1,996,334 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 37,367,422 / 3,113,952 ⱦ 38,900,595 / 3,241,716 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 131 ⱦ 141 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 236 ⱦ 35.8 ð 228 ⱦ 38.1 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

G03-1
◖
¤
╪

G4-0/
◖

ÈӣÝӢÜ0//É

280 262

ÈӣÝӢÜ0//É
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ӡ È É½È É 21,971 / 1,831 24,340 / 2,028

Ӣ◖ È É½È É 23,694,004 / 1,974,500 ⱦ 25,676,911 / 2,139,743 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 2,558,650 / 213,221 ⱦ 2,749,179 / 229,098 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 21,135,354 / 1,761,280 ⱦ 22,927,732 / 1,910,644 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 116 ⱦ 113 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 962 ⱦ 10.8 ð 942 ⱦ 10.7 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É 926 934

ɒȍɜ
G20-2
◖

ÈӣÝӢÜ0//É ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 277,017 / 23,085 299,572 / 24,964

Ӣ◖ È É½È É 50,256,348 / 4,188,029 ⱦ 58,995,735 / 4,916,311 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 48,094,227 / 4,007,852 ⱦ 47,272,415 / 3,939,368 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 4,637,663 / 386,472 ⱦ 11,723,320 / 976,943 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 174 ⱦ 158 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 17 ⱦ 95.7 ð 39 ⱦ 80.1 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

125104

ȸºɝȐȢȱ
ȏȒºȘ
Q1-3
◖ ÈӣÝӢÜ0//É ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 8,289 / 1,382

Ӣ◖ È É½È É 11,652,172 / 1,942,029 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 709,408 / 118,235 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 10,942,764 / 1,823,794 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 86 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 1,320 ⱦ 6.1 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

1,643

Q6-0/
◖ ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 3,133 / 261 3,100 / 258

Ӣ◖ È É½È É 10,240,980 / 853,415 ⱦ 14,215,453 / 1,184,621 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 613,300 / 51,108 ⱦ 512,600 / 42,717 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 10,240,980 / 853,415 ⱦ 13,702,853 / 1,141,904 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 196 ⱦ 165 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 3,269 ⱦ 6.0 ð 4,420 ⱦ 3.6 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

1,670 2,773

ȰɇɜȲ
ȹȢ
ȑɓȋ

G11-0/
◖ ÈӣÝӢÜ0//ÉÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 1,589 / 132 1,934 / 161

Ӣ◖ È É½È É 8,650,210 / 720,851 ⱦ 14,401,188 / 1,200,099 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 315,090 / 26,258 ⱦ 400,520 / 33,377 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 8,650,210 / 720,851 ⱦ 14,000,668 / 1,166,722 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 198 ⱦ 207 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 5,444 ⱦ 3.6 ð 7,239 ⱦ 2.8 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

ÈӣÝӢÜ0//É

ȰɇɜȲ
ȹȢ
ȑɓȋ

G11-0/
◖

2,745

ÈӣÝӢÜ0//É

3,596
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¥  

  

ӡ È É½È É 2,782 / 232 3,242 / 270

Ӣ◖ È É½È É 10,668,807 / 889,067 ⱦ 22,365,863 / 1,863,822 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 526,800 / 43,900 ⱦ 493,200 / 41,100 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 10,668,807 / 889,067 ⱦ 21,872,663 / 1,822,722 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 189 ⱦ 152 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 3,835 ⱦ 4.9 ð 6,747 ⱦ 2.2 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É

5

È 5 3 0 Q6 2 20 (

6

È 6 3 0 Q7 2 20 (

ȰɇɜȲ
ȹȢ
ȑɓȋ

G12-0/
◖ ÈӣÝӢÜ0//É

4,5352,025

ÈӣÝӢÜ0//É

ӡ È É½È É 1,301,950 / 108,496 1,384,550 / 115,379

Ӣ◖ È É½È É 424,910,963 / 35,409,247 ⱦ 553,469,722 / 46,122,477 ⱦ

ӣ◖ È É½È É 181,324,207 / 15,110,351 ⱦ 191,123,505 / 15,926,959 ⱦ

Ӥ◖ È É½È É 247,517,488 / 20,626,457 ⱦ 362,346,217 / 30,195,518 ⱦ

◖ ÈӣÝӡÉ 139 ⱦ 138 ⱦ

0 ǒǽ ÈӤÝӡÉ 190 ⱦ 42.7 ð 262 ⱦ 34.5 ð

☺ ÈӢÝӣÜ0//É 234 290

5 6

È 5 3 0 Q6 2 20 (È 6 3 0 Q7 2 20 (

ÈӣÝӢÜ0//É ÈӣÝӢÜ0//É
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ḩ  

本計画の策定にあたり、令和 7(2025-2026)年度に市民のおーバスの利用状況及

びニーズを調査するために、おーバスに関するアンケートを実施しました。 

【アンケート実施概要】 

 令和 7(2025)年 9 月 1 日から令和 8(2026)年 3 月 15 日まで 

 広報おやま令和 7(2025)年 9 月号(発行部数：約 56,000 部、自治会経由で自治会

加入世帯へ配布、その他市内行政施設、商業施設等に配布)に、アンケートの実

施について QR コードを掲載し依頼 

 461 件 【男性 245 名(53%)、女性 200 名(43%)、その他 16 名(4％)】 

 

1ˣΣ˔НІχ  

おーバスの利用頻度については、週１回以上利用している方が約 10%でした。 

þ ǞǗƷǙǡȋɜȚºȱ  וֹ

 
¥ ȋɜȚºȱ ( 7- 8È2025- 2026) ÉÈ ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ǳÉ 

 

2) Σ˔НІχ  

おーバスの利用目的は、「お出掛け・レジャー」が最も多く、「買い物」「通勤」

にも利用されています。 

þ ǞǗƷǙǡȋɜȚºȱ  וֹ

 
¥ ȋɜȚºȱ ( 7- 8È2025- 2026) É  

4%
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34%
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22%

14%
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͑ӟ

͍˙͐

Ὦτ ᵕ

τ ᵕ

֗χ ιΪ βϥ

ϕρϭς ΰσΜ

ΰθάρΥσΜ (n=628)

20%

3%

29%

5%

67%

1%

1%

2%

7%
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Ỡ

ᶘ

Μ

Ԛ

Σ ᶝΪʾйЅа˔

◕ πχ︣ Φ

ộʾỴ“πχ︣ Φ

Ộ πχӱ

ζχ (n=375, ᵕ )
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3) ֫ χ◦ Μ  

おーバス運賃の支払い方法については、現金での支払いが主ですが、交通系 IC

カード(令和 7(2025)年 10 月よりおーバス全線対応)、回数券(紙式・モバイル)、

定期券(noroca 定期券※1 を含む)の普及も進んでいます。 

þ Ʒ ǞǗƷǙǡȋɜȚºȱ  וֹ

 

¥ ȋɜȚºȱ ( 7- 8È2025- 2026) ÉÈ ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ǳÉ 

※1 noroca 定期券…小山市コミュニティバスおーバス全線乗り放題となる全線共通定期券 

 

4) ϼиЫΥ►ΠσΜ τ ΰοʺ ◕Υ βϓΦ ᶨχל 

クルマが使えない方に対して、本市が保障すべき生活の質としては、「クルマが

使える人と同じくらいの生活の質が保てるようにする」「最低限の生活の質が保て

るようにする」「現在の公共交通サービスを維持する」などの意見がいずれも 40％

前後の回答を得ています。クルマが使えない方の移動が、不自由とならない公共

交通の整備が求められています。 

þȘɔɇƿ◖ ǚǀǝƷ Ǟ ǈǿǾǬǀ ǡ ǞǗƷǙǡȋɜȚºȱ  וֹ

 
¥ ȋɜȚºȱ ( 7- 8È2025- 2026) É 

 

  

58%

11%

8%

8%

1%

1%

13%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

ᾝỲ

ῖ ὉICϸ˔Ж

ᵕ ὴˢ♠꜠ʾЯНϱиˣ

ṍὴˢnoroca ṍὴϬḯϚˣ

╦◕∕ 80⅞ӟ π֫ Υ

֫ Ẩꜛ︠ τϢϥΣ˔НІ כּ

М˔сϴІЕϳ϶˔ϼНІ ιΪϬ βϥᶘ

ζχ (n=539)

48%

43%

38%

2%

1%

2%

3%

10%

14%

2%
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ϼиЫΥ►Πϥ ρ αΨϣΜχ ᶨχלΥ οϥϢΞτβϥ

Ω ᾢχ ᶨχלΥ οϥϢΞτβϥ

ᾝ∕χ῝Ặῖ Ђ˔РІϬӲⱱβϥ

ϼиЫΥ►ΠσΜ ϒχ ᴂψ βϥ

ϼиЫΥ►ΠσΜ ϒχ ᴂψΰσΜ

╦◕πψσΨꜛⱵᵓ Υ Ϭβϥ

╦◕πψσΨϼиЫϬ►Πϥᴪ Ϟ Υ Ϭβϥ

῝Ặῖ Υ σ τԏμׇΰϬβϥ

ΤϣσΜʾᵕ ΰθΨσΜ

ζχ (n=461, ᵕ )
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5) ῖ Υ σ ӽτ Ϛ ˢ̎ ˣτ ΰοʺ βϓΦ῝Ặῖ χל 

交通が不便な地域に住む方に対して、保障すべき公共交通の質として、「食料品・

日用品の買い物」「クリニック・診療所」「新小山市民病院・自治医大・独協医大

等の総合病院」「学校」へのアクセス確保をすべきであるという意見が 50％を超

えています。 

＊注：アンケートでは、便宜上「交通が不便な地域に住む方」＝「地理的な理由により交通手段が限定され

る方」としています。 
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令和 5(2023)年 2 月策定時に設定した小山市地域公共交通計画の達成状況を示します。 
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ӡ ḩ ὓᵊ ꜘ ῝Ặῖ ᶤ 

本市の公共交通は、田園環境都市おやまビジョンにおいて、行政分野別ビジョ

ンの公共交通の分野で、目指すべき 30 年後の姿として、「公共交通で市内がつな

がり過度に自家用車に依存しないまち」「事故や渋滞のない、安全で円滑な交通環

境」「最小の経費で最大の効果を生む、公共サービスとして持続可能な公共交通」

を掲げています。①目的に応じた多様な交通サービスとの相互連携・補完が図ら

れることで継ぎ目のない移動が可能となり、自家用車を持たない人も移動しやす

い、移動格差のないまちや、②公共交通利用者の増加に伴い、過度な自動車依存

が解消しているまち、③公共交通が移動手段としてだけでなく、脱炭素・ 環境負

荷軽減、交通事故削減などの視点からも、その必要性が十分に認知され、道路、

上下水道などのインフラ施設同様、市民の生活を支える、維持すべき都市機能と

しての位置付けが確立しているまちを目指すこととしています。 

また、第９次小山市総合計画の中で公共交通は、計画が掲げる将来像「自然の

豊かさと都市の活力が共存・持続するまち田園環境都市おやま」を実現するため

の手段との位置づけです。基本政策４として、都市基盤政策である「誰もが便利

で快適に過ごすことができ、自然災害や犯罪、交通事故への備えも万全で、安心

して楽しく出歩けるまち」において、「おーバス」など公共交通サービスを含めた

移動環境の充実により自然と出かけたくなるまちを目指すこととしています。 

小山市都市と緑のマスタープランでは、『「都市環境」と「田園環境」が調和した

緑の都市づくり』を基本理念として、基本目標である「恵まれた田園環境に囲ま

れたコンパクトで輝くまちのネットワーク化」の実現に向け、公共交通体系の整

備を図る上で、鉄道とコミュニティバスを基幹的な公共交通軸として位置付け、

小山駅を中心とした各拠点とのアクセスを確保した公共交通ネットワークの形成

や車が無くても、徒歩や公共交通機関によって、どこにでもアクセスできる利便

性の確保を目指すこととしています。 

小山市立地適正化計画においても、本市が目指すまちづくりの方針の一つに、

「公共交通ネットワークの充実」が挙げられており、拠点から離れた地域におい

ても、公共交通ネットワークの充実により、多様な都市機能が集積する拠点に容

易にアクセスし、各種都市機能のサービスを享受可能な都市の形成を進めていく

こととされています。 

このように、これらの計画を念頭に、本市の公共交通は、市民の移動利便性向

上、環境負荷軽減、交通安全の確保、そして将来に渡り持続可能なサービス設計

を目指しております。 

一方で、公共交通は、将来都市像の実現に資する他の行政領域とも代替的・補

完的な関係にあるため、その他の関連する個別計画においても、その分担領域に

おいて連携を図る必要があります。 
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◕ ├ ΰ 

近年、国際的には持続可能な開発目標（SDGs）やカーボンニュートラルの実現

に向けた取組が進められるとともに、国内外で環境・脱炭素を重視した政策が加

速しています。こうした動きは、エネルギー分野にとどまらず、都市構造や交通

のあり方にも大きな影響を及ぼしています。 

本市においては、環境や脱炭素に関する複数の計画・ビジョンが近年策定され

ており、それぞれの計画の中で、交通は重要な施策分野の一つとして位置づけら

れています。 

「田園環境都市おやまビジョン」では、都市と田園環境が調和したまちの将来

像を掲げ、その実現に向けて、人の移動や物流のあり方が環境負荷や暮らしの質

に与える影響を重視しており、自動車に過度に依存しない移動環境の形成や、都

市機能が集積する拠点へのアクセス性の確保など、交通を通じた持続可能な都市

構造の構築が求められています。 

また、「おやま脱炭素ロードマップ」では、2050 年カーボンニュートラルの実

現に向けた具体的な取組の方向性が示されております。その中で交通分野は温室

効果ガス排出削減の重要な対象分野とされており、公共交通の利用促進や次世代

交通技術の活用、移動の効率化などを通じて、二酸化炭素排出量の削減を図るこ

とが位置づけられています。 

さらに、「第 4 次小山市環境基本計画」では、「人と自然が共生し、未来につな

ぐ田園環境都市おやま」を環境像として掲げ、気候変動対策や資源循環、生物多

様性の保全などを総合的に推進する中で、交通の役割が明確に示されています。

特に、「交通のカーボンニュートラル化の促進」が重点的な取組の一つとされてお

り、公共交通の充実や移動手段の見直しが、環境負荷低減と快適な生活環境の両

立につながるものとして位置づけられています。 

このように、本市では複数の計画やビジョンにおいて、交通が環境政策や都市

づくりと密接に関係する分野として整理されており、公共交通の充実や移動のあ

り方の見直しが、持続可能なまちづくりを進めるうえで共通の重要課題となって

います。本計画においても、これらの関連計画との整合を図りながら、環境負荷

の低減と市民の暮らしの質の向上を両立する地域公共交通の再構築を進めていき

ます。 

þ ǡ ¤ ǡ ¤ȼȡɐɜ 
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近年、国においては、人口減少・高齢化の進行や運転者をはじめとする担い手

の不足、マイカーへの依存の高まりを背景に、地域の関係者の連携・協働（共創）

により、利便性・持続可能性・生産性の高い交通ネットワークへと再構築する「地

域公共交通のリ・デザイン」を政策の柱に据えています。令和 8（2026）年 1 月

には、令和 12（2030）年度までを計画期間とする「第 3 次交通政策基本計画」が

閣議決定され、「地域社会を支える交通」「成長型経済を支える交通」「持続可能で

安全・安心な社会を支える交通」「デジタル・新技術を活用した交通サービスの進

化」の 4 つの基本的方針が示されました。 

制度面では、令和 5（2023）年 10 月に改正地域交通法が全面施行され、目的規

定に地域の関係者の「連携と協働」が位置づけられるとともに、自治体と交通事

業者がサービス水準や費用負担等を定める「エリア一括協定運行事業」、国が関与

してローカル鉄道のあり方を協議する「再構築協議会」、AI オンデマンドやキャ

ッシュレス決済・EV バス等の導入を促す交通分野の DX・GX の仕組みが創設・

拡充されました。 

また、国は「交通空白」の解消を喫緊の課題と位置づけ、国土交通省に「交通

空白」解消本部を設置するとともに、令和 7（2025）年 5 月に「『交通空白』解消

に向けた取組方針 2025」を決定しました。これに基づき、令和 7（2025）年度か

ら令和 9（2027）年度までを集中対策期間とし、全国で把握された約 2,500 の「交

通空白」の解消に取り組むこととしています。 

その手段として、タクシー事業者の管理の下で一般ドライバーが自家用車を用

いる「日本版ライドシェア（自家用車活用事業）」や、自治体・NPO 等が運行主

体となる「公共ライドシェア」、デマンド交通などの多様な移動手段の導入が進め

られています。 

一方、供給面では、自動車運転者の労働時間等を定める改善基準告示が改正さ

れ、令和 6（2024）年 4 月から適用されたこと（いわゆる「2024 年問題」）によ

り、運転者の労働環境の改善が求められることで、担い手不足の一層の深刻化が

懸念されています。 

さらに、国は地域公共交通計画の実効性を高めるため、令和 7（2025）年 3 月

に「地域公共交通計画のアップデートガイダンス Ver1.0」を公表し、モビリティ

データを活用した現状診断や KPI・目標値の設定の手法を示しています。本計画

においても、こうした考え方を踏まえ、第 1 章の現状診断や第 4 章の成果指標

（KPI）の設定にデータに基づく視点を取り入れています。 

以上のような国の政策動向を踏まえ、本市は、関連する国の制度・支援を積極

的に活用しながら、地域の実情に即した持続可能な地域公共交通の再構築を進め

ていきます。 

þ ǡ ╓ Ǟ ǌǾ ǝ  
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2-1-2. ӽ῝Ặῖ ᴿ  

本市のコミュニティバスには、以下のような意見や要望が寄せられています。 

・小山駅で乗り継ぎをせずに市内の商業施設や病院に行けるバス路線を新設して

欲しい。 

・市内で慢性的な交通渋滞が発生する地区ではバスが遅延することが多い。時刻

表を見直すなどの改善を図って欲しい。 

・新たに住宅開発が進む地区ではバス利用者の増加が見込まれる。バス路線の見

直しや新たにバス停を設置して欲しい。 

・雨天時はバス利用者が増え乗り切れない時があるので改善して欲しい。 

・小山運動公園まで路線バスを運行して欲しい。 

・バスの一日乗車券を導入して欲しい。 

・バス停に屋根やベンチを設置して欲しい。 

・小山駅西口バス停の屋根の下に照明を設置して欲しい。 

・バスの利便性を高めるため増便して欲しい。 

・地域の個人病院をデマンドバスの乗降場として設定して欲しい。 

・デマンドバスで行ける施設に隣接市町の商業施設を加えて欲しい。 

・デマンドバスは乗車できる人数が少ないため改善して欲しい。 

・デマンドバスの利用方法を詳しく教えて欲しい。 

・８０歳以上は運賃無料を継続して欲しい。 

・駅で電車や新幹線との乗り継ぎを考慮したバス運行をお願いしたい。 

・運転士の接客態度、交通マナーを改善して欲しい。 

・免許を返納したらバスが無いと困る。 

・行政だけでバスを充実させるのは難しいと考える。バス事業を支援してくれる

企業を見つけて連携できると良い。 

・大型免許取得している人材の紹介、運転士採用イベントの実施を支援してほし

い。 

・採用の応募者は減少傾向。勤務時間・休日等が他業種と比較され敬遠されがち

なので乗務員募集のＰＲなど行政と連携できないか。 
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また、本市の地域公共交通を取り巻く課題は、人口減少・高齢化の進行、移動

需要の多様化、交通事業者の経営環境の変化など、複合的な要因が重なり合って

顕在化しています。これらの課題を的確に把握し、実効性のある施策につなげて

いくため、本計画では課題を(観点①)公共交通軸と都市拠点の充実・保証、(観点

②)「交通空白」における移動の確保、(観点③)持続可能性・実現可能性の確保 の

3 つの観点から整理しています。以下では、それぞれの観点に基づき、本市が直

面する主な課題を体系的に示します。 

 

Ḣ  ̔̀ Ặῖ ꞊ Ấ ם  

本市の公共交通は、鉄道駅を中心に一定の基盤が形成されていますが、地域拠

点との結びつきや路線・ダイヤの調整など、より使いやすい体系へ向けた改善の

余地があります。今後は、都市の骨格となる公共交通軸をより機能的に整備し、

市内主要拠点へのアクセス性向上を図ることが求められます。 

 

Ḣ  ῖ Ἃ ӱ ᶎ  

郊外部では、交通手段が限られる地域や利用者が少ない地域が存在し、高齢化

の進行に伴って移動の確保が一層重要となっています。地域の実情に応じた移動

支援を充実させ、生活に必要な移動機会を継続的に確保していくことが求められ

ます。 

 

Ḣ  ⱱ ᴦ ᾝᴦם ᶎ  

公共交通を取り巻く環境は、事業者の人員確保や財政負担の増加などにより、将

来的なサービス維持に課題が見られます。安定した運行体制を将来にわたり維持

していくため、効率性の向上や事業者間の連携強化など、持続可能な仕組みづく

りが求められます。 



33 

 

ӽ῝Ặῖ ◙ ◒ ΰ  

3-1. ӽ῝Ặῖ ◙ ◒ 

◙ ◒ ΰ  

小山市総合都市交通計画において目指す将来都市像等を前提に、公共交通体系

の基本理念を示します。 

【目指す将来都市像(前提)】 

・小山市立地適正化計画で位置づけられた拠点(中心拠点、地域拠点、地域コ

ミュニティ拠点、新市街地)の機能強化と連携によるコンパクト・プラス・

ネットワークのまちづくり 

・中心拠点を中心とした都市機能の集積促進とまちなかへの居住の誘導 

・広域連携軸の活用による県内外の広域的な連携の強化 

þ ǡ ǡ  

 
¥ טּ ( 7(2025) ũ )  

͐ 



34 

 

ὓᵊ ṁ  

小山市地域公共交通計画の基本理念は、前計画と同様に以下のとおり定めます。 

【基本理念】 ╦τ ΦϥʺΣ˔НІΥᶨΦϥ 
～マイカー無しでも便利な移動サービスと豊かな生活を、 

小山市民・小山への来訪者に提供する～ 

 

(１)おーバスを便利なバスへ 

(２)その他交通手段との連携により移動サービスの充実へ 

(３)生活サービスとの連携により、まちや地域全体の活性化へ 

 

 この基本理念は、小山での豊かで快適な暮らし(小山に生きる)を、小山市民自身

の公共交通(おーバス)が多面的に支える(おーバスが活きる)ことを示します。 

バスの語源は omnibus(オムニバス)といい、バスだけでなくかつての乗合馬車

など「多くの乗客が一緒に乗る乗り物」を指しています。  
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3-2. ῝Ặῖ ( ӽ῝Ặῖ ὓᵊ ṁ ) 

3-2-1. ῝Ặῖ ├ ӽỸ ―  

望ましいまちと暮らしを実現するプロセスにとって、公共交通の固有の意義は

主に次の２つが挙げられます。 

 ̧ まとめて運ぶこと → 効率的な交通が可能に。 

 ̧ 運転士が乗客の代わりに運転すること → マイカーを自由に使えない住民

に移動手段を提供する。 

これらのメリットは同時に発揮されることもあれば、どちらかしか発揮されな

いときもあります。本市では、公共交通の「使いどころ」の違いに着目し、望ま

しいまちと暮らしを実現するプロセスにおいてそれぞれの役割を的確に発揮させ

るために、公共交通の政策と供給の領域を大きく次の 2 つに分けることにします。 

 一方で、運転士不足、燃料費等の高騰、車両更新、デジタル化対応などにより、

サービスを続ける力そのものが計画の成否を左右する状況にあります。 

そこで本計画では、従来の「都市交通領域」「生活支援交通領域」に加え、後段

の施策体系と整合するよう、これらを横断して支える視点として「交通サービス

の持続可能性の確保」を明確に位置づけ、公共交通政策の領域を次の 3 つに整理

します。 

 

þ ǞƽǄǾ ╓  

政策領域 
主に発揮させる 

公共交通の役割 

取組の基本路線 

(代表的な考え方の例)  

対象とする区

域 

都市交通領域 
まとめて運ぶ 

こと 

利便性の高い公共交通サービスの供給

により、マイカーを削減する。 

あわせて、マイカーを自由に使えない住

民の活動機会の確保を図る。 

小山市立地適正

化計画に定める

居住誘導区域及

び都市機能誘導

区域 

生 活 支 援 交 通

領域 

代わりに運転する

人がいること 

マイカーの削減は目指さない。 

マイカーを自由に使えない住民の活動

機会の確保のために、個別的な輸送サー

ビスを供給する。 

上記以外 

交 通 サ ー ビ ス

の 持 続 可 能 性

の確保( 横断領

域) 

サービスの存続を

支えること 

上記 2 領域のサービスを将来にわたり

維持・改善するため、運行の効率化、担

い手確保、収支改善、官民連携、デジタ

ル化、レジリエンス(災害時の運行継続

等)など、提供体制そのものを強化する 

本市全域 
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3-2-2. ӽ῝Ặῖ ᾝם ◙ ◒ 

本節では、小山市総合都市交通計画が掲げる将来都市像や目標体系との整合を

図りつつ、全ての市民のウェルビーイングの実現を最大の目的とする「田園環境

都市おやまビジョン」との整合も踏まえ、公共交通が担うべき役割を整理します。 

田園環境都市おやまビジョンでは、行政が担う役割を「ひと」「まち」「しくみ」

の 3 つのテーマに分け、公共交通を含む 17 分野で 30 年後の姿を描いています。 

本計画の目標体系もこれに倣い、公共交通を「暮らし(ひと)を支える基盤(まち・

しくみ)」として捉え直したうえで、都市交通領域・生活支援交通領域・交通サー

ビスの持続可能性の確保(横断領域)の 3 領域で、公共交通により実現を目指す目

標と暮らしの姿を次のとおり設定します。 

þ ╓ Ǟǻǽ ǌǾ Ǜ ǌ ǼǊǡ ( ╓)  

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

拠点連携と回遊

性の向上による

都市の活力創出 

拠 点 が つ な が

り、回遊とにぎ

わいが生まれる

まち 

¶ 駅や市街地、身近な地域拠点へ公共交通で気軽に出かけられるまち 

¶ 用事のついでに立ち寄りや寄り道がしやすいまち 

¶ 市内外から訪れた人が、迷わず移動し、まちを歩いて回れるまち 

¶ バスの時刻や乗り方が分かりやすく、はじめてでも使いやすいまち 

¶ スマートフォンや案内表示で、迷わず移動できるまち 

安全・安心で環

境に配慮した移

動環境の形成 

安全・安心で、環

境にやさしく、

災害時にも頼れ

る交通があるま

ち 

¶ 交通事故に遭わず、被害者にも加害者にもならないまち 

¶ 歩いていて、自動車にヒヤリとしないまち 

¶ クルマに頼りすぎなくても、安心して移動できるまち 

¶ 騒音や排気ガスが少なく、落ち着いて暮らせるまち 

¶ 災害時やトラブルが起きたときも、必要な移動が確保されるまち 

多様な活動機会

を支える移動手

段の確保 

学び・働き・交流

の機会が広がる

まち 

¶ クルマがなくても、通勤・通学や用事に困らないまち 

¶ 学生が、放課後や休日に活動しやすいまち 

¶ 家族や友人に会いに、気軽に出かけられるまち 

¶ 市外から来た人も、公共交通で小山の魅力に触れられるまち 

þ ╓ Ǟǻǽ ǌǾ Ǜ ǌ ǼǊǡ ( ⱱ ╓)  

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

日常生活を支
える移動手段
の確保 

誰一人取り残
されず、安心し
て暮らし続け
られるまち 

¶ 通院や買物など、日常生活に必要な移動に困らないまち 
¶ 高齢者になっても、外出をあきらめずに暮らせるまち 
¶ (高齢者になり)運転に不安を覚えたら、生活の質を下げずにク

ルマを手放せるまち 
¶ 家族がいなくても、安心して外出できるまち 

þ ╓ Ǟǻǽ ǌǾ Ǜ ǌ ǼǊǡ  

 ( ȞºȼȢǡ סּ ǡ יִ¥ ╓)  

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

将来にわたり

公共交通を維

持する持続可

能な運営 

必要な交通サ

ービスが将来

にわたり維持

されるまち 

¶ 今ある公共交通が、これからも当たり前に使えるまち 

¶ 将来世代も、移動に困らず暮らせるまち 

¶ 地域の実情に合った交通サービスが、無理なく続いているまち 
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ӽ῝Ặῖ ◙ ◒ ᾝם ΰ ☼├ ⱧỘ 

4-1. ῝Ặῖ ὓ   

本計画では、第２章で整理した観点、①公共交通軸と拠点の充実・保証、②「交

通空白」における移動の確保、③持続可能性・実現可能性の確保の３つを踏まえ、

公共交通が担うべき役割を「都市構造の骨格を支える交通」、「生活基盤を下支え

する交通」、「サービスを将来にわたり維持・発展させる交通」の３つの側面から

整理し、それぞれに応じたサービス設計方針を定めます。 

◕ῖ ӽ( ◕  ₃ᶊ ◦ ῖ ) 

居住誘導区域・都市機能誘導区域内の公共交通は都市交通領域のものとし、各

地区において順次基本的なサービスレベル(後述の基本目標)を早期に満たすこと

を目指します。そのうえで、需要量に応じたサービス供給水準とすること(利用者

の多い地域にはより多くの便数を走らせることなど)を妨げません。 

ᶨ◦כῖ ӽ( ᶨṁ ᴞ◦ ῖ ) 

居住誘導区域・都市機能誘導区域の外の公共交通は生活支援交通領域と位置づ

けます。 

公的資金に多くを頼る生活支援交通の地域間の公平性については、３つの考え

方があります。 

 ̧ 地域間で行政の投資額を等しくするという考え方 

 ̧ 地域間でサービスレベル(最寄りバス停や運行本数)を等しくするという考

え方 

 ̧ 住民が最終的に得られる活動機会(アウトカム)を均等化するように交通サ

ービスの設計を行う考え方 

本市では、中心部からの距離による差異や、各地域の医療や買い物などの生活

機能の差異をも考慮したうえで、３つめの ΥΩ τ ϣϦϥᶨ Ṑᵓ(ϯϳ

ЕϸЭ)Ϭỡ ᴟβϥϢΞτῖ Ђ˔РІχ ὓϬ“Ξ―Π に基づき取組を行

います。 

３つ目の考え方は、直接は目に見えない「活動機会の獲得水準」を目印にする

点でその達成はより高いハードルを課すものですが、本市としては可能な限り「活

動機会の均等化」の考え方で取り組みます。 
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þ ⱱ ǡ Ǟ ǌǾ ƻ  

 ( ǢÔ ǡ ÕǞ ǘƷǙ ȅ )  

 

 

 

ῖ ⱱ ᴦ ᶎ ( Ӳⱱ ῖ ) 

持続可能性領域では、公共交通を安定して提供し続けるために必要な運行体制、

財政、担い手の確保など、サービス供給側の基盤を強化することを目的とします。 

人口減少や高齢化の進行に伴って利用ニーズが変化する一方で、運転士不足の

深刻化、車両更新費の増大、燃料費の高騰など、運行事業者を取り巻く環境は厳

しさを増しています。 

こうした状況下において公共交通を持続可能な形で維持・改善していくために

は、単に路線や本数の見直しを行うだけでなく、運行効率の向上、デジタル技術

の活用、働き手の確保・育成、財源の確保など、多角的な取組が不可欠です。 

本領域では、都市交通領域・生活支援交通領域を支える供給基盤としての公共

交通を強化するため、運行の効率化や運転士の労働環境改善、財政負担の適正化、

地域との協働体制の構築など、公共交通が長期にわたり持続的に機能する仕組み

づくりに取り組みます。 
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4-2. ☼├  

本節では、第２章で整理した課題と、第３章で示した公共交通が目指す姿を踏

まえ、本市の地域公共交通の実現に向けて実施する施策を、①都市交通領域、②

生活支援交通領域③交通サービスの持続可能性の確保(横断領域)に体系化し、そ

れぞれについてハード整備(インフラ整備)とソフト施策(運行・制度・サービス)の

両面から総合的に整理します。(具体的な取組内容は 4-3.施策の内容に別途記載)  

 

◕ῖ ӽ 

ù ╓ᴴ ╓ ᶍ┌ ᶱ ᵧᶪ  

小山駅を拠点とする都市軸の形成と、中心市街地と周辺住宅地との結節を強化

し、マイカーを使用しなくても日常生活や通勤・通学が円滑に行える都市構造の

実現を目指した取組を進めます。 

このため、既存の路線バスの利便性向上とともに、交通結節点の整備、自転車

との連携など、都市全体の移動環境を支える施策を実施します。 

þ ╓ǞƽƷǙ ǌǾ  

├ ӽ Ỹ  ☼├ ☼├  

(͍ ) 
◕ῖ  
ӽ 

М˔Ж 
 

НІ ʾῖ Ὣ χ
Ṑ ếᴟ 

̔НІ κḕẽχ  
̔НІӛ Ḙ ʾДЅЌиЂϱК
˔Ѕχ  

ЂϱϼиϯрЖНІ
жϱЖχᶈ  

̔Ṍ ☼ (18K )χṐ ᵠ  
̔☼ χ  
̔  

ЊТЕ 
☼├ 

◕ῖ Ђ˔РІχ
ὓʺṌ χ
ΰ (Ѝϱбᵠ ʾ
ṛ ʾ ʾ֫“
Ὂ ᾋ ΰʾט σ
ς) 

̔ᾝ∕χ֫“ ὉχὋ  
̔ θσ֫“Ὂ χ  
̔֫“ᵕ χṁ ΰ (С˔
ϼⱲ Ⱳ͎ ʺϷТС˔ϼⱲ
Ⱳ͍ χ ằ) 
̔ Ἱ Ϟ ӽⱧ τᴂα
θ֫“ὓᵊχᾋ ΰ 
̔ יּ τᴂαθ χ ʾ
כּ ἷᴟʾ “ ᾁ  

MaaS̞1ʾϺаАЄв
йІὨↄχ  

̔noroca(Ặ ṍὴ)χ ẉ  
̔ϺаАЄвйІὨↄχ  
̔ԁ ὴχכּ  

῝Ặῖ Д˔Ќ
χᶨ  

̔НІкϾ˔ЄдрЄІГЭ̞2
Ϭᶨ ΰθЍϱбχ ᴟ 
̔֫“ ệʺ₤╛ ệ χзϯи
ЌϱЭ ằ 
̔SNSʾwebπχӛ ếᴟ 

ЯРзГϰʾЫКЅЮ
рЕ(MM)̞ 3χ  

̔ᶘ ʾḼỘʾ ΰΪMMχיּ
 ☼ם
Μבֿ̔ ϒχ  
̔ḢΊ☼ ϱЦрЕρχ ὀ 
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ă1 MaaSÂÆMobility  as a  ServiceÇǡ ¡ ƾǼ Ǳǚǡ┌ ȴºȣǞ ǊǙ ǝ

┌ ȅȠºɉɕȢǞ╗Ǘǡȋɀɓǚ ǌǾǝǜ ┌ ȅ ǝǾ ǛǊǙǚǢǝǂ 

ǞǛǖǙ╗ ǝȞºȼȢǛǊǙ ƻǾ ǡǆǛ¡ 

ă2 ȹȢɖȚºȠɐɜȠȢȯɉÂGPS ȅ ƷǙȹȢǡ∞ ȅ Ǌ ȹȢ ǡ ǷȢ

ɇºȱȾȒɜ ǞȹȢǡ ǡ ∞   ǫǡ ǡ ȅ ǌǾȠȢȯɉ¡ 

ă3 ɋȼɓȯȌ¤ɇȶȡɊɜȱ( MM)Â1 1 ǡɋȼɓȯȌ(┌ )ƿ  Ǟǵ ǵ ǱǊ

Ʒ ( ǝ ƾǼ ȅ Ǟ ǌǾ )Ǟ ǌǾǆǛȅטּ ǌȜɈɎȴ

ȚºȠɐɜȅ ǛǊǒ ¡ 

 

ᶨ◦כῖ ӽ 

ù ᶊᵩᵰᶪ┌ ᶍ  

マイカー利用が困難な方の生活を支えるため、通院・買い物など生活の基礎と

なる移動機会を保障することを目的とした、地域特性に応じた柔軟なサービス設

計を行い、効率性と公平性の両立を図ります。 

デマンド交通やタクシーの活用、免許返納者への支援などにより、移動に不安

を抱える市民の生活を支える施策を展開します。地域や利用者の声を反映しなが

ら、柔軟な運行改善を進めていきます。 

þ ⱱ ╓ǞƽƷǙ ǌǾ  

├ ӽ Ỹ  ☼├ ☼├  

(͎ ) 
ᶨ◦כ 
ῖ ӽ 

М˔Ж 
 

ΰϞβΜ ‭
ḕẽχ  

̔ ‭ χ Ṩ  
̔῝ Ḭ χЀЬвИГϰẤ ϞӺ
Ṑḩʾ Ộ☼ χ ‭ ᵠ  
̔ ΤϤϞβΜӛ χ  
̔ ӽẤ χӛ Ἷꜘχᵠ  

ЊТЕ 
☼├ 

ᶨ◦כῖ (ДЫ
рЖῖ )χ֫“ 

̔AIДЫрЖНІχ֫“ 
̔ДЫрЖНІχ ếᴟτ Ξּכ
χ  

χᶨ Ṑᵓτ
ΰθЂ˔РІ

ὓ 

̔Ӻ ʾ ỘṐ χ ϵзϯψ
τЂ˔РІᶎ  

̔ ԚṐᵓχᶎ  
̔ Μ ʾּזᵓ╥ᴥṐᵓχᶎ  

Ẩ ‰ʾיּ יּ
ϒχ◦כϬ β︡

 

̔Σ˔НІ  ὴχӲⱱכּ
̔‰ χӱיּ ρ῝Ặῖ ӱ“◦
 כ

ӽᵕ ʾḢΊϯϼ
ЈІχ Ṑ  

̔ ᶨ◦כχט ρΰοχ◕ ḢΊʾ
йϼзϵ˔Єдр☼ ʾṗ ϱЦр
Е ϒχϯϼЈІχ  
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ῖ ⱱ ᴦ ᶎ  

ù ╓ ╓ᶊᵩᵰᶪ סּ ᶉ ᷊ᴻḛḁᶍ  

公共交通サービスを将来にわたり安定的に提供し続けるためには、人口減少や

高齢化の進行、運転士不足、運行コストの増大などを踏まえ、経営・財政面から

の持続可能性を確保することが重要です。 

本領域では、都市交通領域及び生活支援交通領域の取組を下支えする供給基盤

として、運行の効率化やコスト構造の改善、公共交通財政の見える化、地域や企

業との協働による費用分担の検討などに取り組みます。 

これらの取組を通じて、限られた財源を有効に活用しながら、公共交通サービ

スの経営の安定化を図り、将来にわたり持続可能な公共交通の維持・確保を目指

します。 
þ ȞºȼȢǡ סּ ǡ ǞƽƷǙ ǌǾ  

├ ӽ ☼├ ☼├  

(͏ ) 
ῖ Ђ˔Р
Іχⱱ ᴦ
χᶎ  

ְ֫ʾ∞ ʾ ∙χ
Ω ᴟ 

̔֫“ʾЂ˔РІχ῟ ᴟ 
̔֫ ●ᶎ ʾ ḕẽχᵠ  
כּ̔ ʾ֫“ṁ χΩ ᴟ 
̔ ρ ṁ χếᴟ 
̔῝Ặῖ χὊ ʾ ⱢχΩ ᴟ 
̔йЦи͐ꜛ ֫ НІχםᾝτΰΪθ︡

 
ӽρχẸ τϢ

ϥ῝Ặῖ χӲⱱʾ
ᵠ  

̔ ӽИ˔Їχ Ӄρ֫“ᵠ  
̔ ӽτϢϥ◦כ χ   
̔ ӽʾḼỘρχ χ▫ ϙξΨϤ 

τϢϥ
ṁ χӗ ᴟ 

̔ τϢϥ ◦ᵠ  
̔῝Ặῖ χ◕ ᵔ  
̔ ◕ ϬὫϐЀЬвИГϰНІχᾁ  
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4-3. ☼├  

4-3-1. ◕ῖ ӽ 

 ( )-    

 ừⱣ☻ ∟ ─  

V ⌐Ᵽ☻╩ ∟⁸ ≢⅝╢ ≤⌂╢╟℮⁸ ה Ᵽ☻

≤╙⌐Ᵽ☻ ∟ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

V ⅜ ™ ≢│⁸ ≢╙ ⌐Ᵽ☻╩ ≡╢ ⁸ ∫

≡Ᵽ☻╩ ≡╢ⱬfi♅⁸ ╛ ╡ ⅞ ⅜ ≢╦⅛╢

⁸Ᵽ☻ ─ ╛☻ꜞ♇ⱪ ─√╘─ ⁸

⌐⅔↑╢Ᵽ☻ ─ ה ≤⇔≡ ╩ ⇔

╕∆⁹ 

V √⌂ ⅜ ↕╣╢ │⁸ ⅛╠ ┼─Ᵽ☻

─ ╡ ╣╛Ᵽ☻ ─ ⌐≈™≡⁸ ≤ ╩ ™⁸

⌐ ↑√ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

ừⱣ☻ ─☺כⱠ▬◘ꜟ♃☺♦ה

⌐ ∑≡  

V ≢│⁸Ᵽ☻─ ⌐ ╡ ╩ ↑⁸↕╠⌐ ⅜

≢ ⅛╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

V ⌐│⁸Ᵽ☻ ⌐ ↑√Ᵽ☻ ⁸ ╡ ⅎ ⁸

♩ⱬfi▬ה ⌂≥╩ ∆╢√╘─♦☺♃ꜟ◘▬Ⱡכ☺╩

⇔╕∆⁹ 

 ⁸  
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 ( )-    

 ừ ( 18 )─  

V Ᵽ☻ ╛ ⌐ ╩ ⅛╡╛∆ↄ ∆╢√╘─

╩ ⇔╕∆⁹ 

V ╩ ╘╛∆ↄ⁸ ⅜ ╣╢ ≤⇔≡⁸ ╩

╡╕∆⁹ 

 Ᵽ☻   

 Ᵽ☻  ≤╡∑╪  
 Ᵽ☻   
 Ᵽ☻  JA⅔╛╕  

 ₁  Ᵽ☻   
 ⱪכꜟ Ᵽ☻   

 ▬○fi⸗כꜟ Ᵽ☻  ▬○fi  

 ▬○fi⸗כꜟ Ᵽ☻  ▬○fi  

 ▬○fi⸗כꜟ Ᵽ☻  ▬○fi  

╡  √™╠╛ Ᵽ☻  √™╠╛  

 ≤╡∑╪ Ᵽ☻  ≤╡∑╪  
 JA⅔╛╕ Ᵽ☻   
 Ᵽ☻  ≤╡∑╪  

 Ᵽ☻   

─  Ᵽ☻   
 ─ Ᵽ☻  ─  

₁  ⇔⅜ ≤╡∑╪ Ᵽ☻  ≤╡∑╪ ⇔⅜  

( ╡)  Ᵽ☻  ╝╘╕∟ 

( ╡)  Ᵽ☻  ╝╘╕∟ 

ה  Ᵽ☻  ╝╘╕∟ 

ꜝ▬fi Ᵽ☻   

 Ᵽ☻   

 ⇔╠↕⅞ Ᵽ☻  ⇔╠↕⅞  

 Ᵽ☻   

 Ᵽ☻   

ừ ─  

V Ᵽ☻ ╕≢ ╩ ∆╢ ─ ─√╘⁸◘▬◒ꜟ▪

fi♪Ᵽ☻ꜝ▬♪ ╩ ⌐ ∆╢⌂≥⁸ ─

╩ ⇔╕∆⁹ 

ừ  

V Ᵽ☻ ┼─ ⁸ ╛ⱱכⱶⱭכ☺⌐≡ ┼─ ╩

™⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 ⁸  
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 ( )-   

( ) 

 ừ ─ ─  

V ◖Ⱶꜙ♬♥▫Ᵽ☻ ─ ⇔√ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌂

≥─ (ⱢⱩ)╩ ⌐⁸ (☻ⱳכ◒)╩ ⌐

↕∑╢↓≤≢ (ⱢⱩ ☻ⱳכ◒ )╩ ⇔⁸ ⅞

─ ≤Ⱡ♇♩꞉כ◒ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

V ⌂ ↄ⁸⌂│≢♩כꜟ ⌂ ( ⅝ќ ╡)─

╩ ≤⇔≡ ( ─ )∆╢↓≤⌐╟╡⁸

╛ ╡ ⅞ ⅜ ⅛╡╛∆ↄ ⌐≤∫≡ ─ ⌂™

╩ ╡╕∆⁹ 

ừ √⌂ ─  

V ─ⱢⱩ ☻ⱳכ◒ ⌐╟╠⌂™⁸ ╩ ∑∏ ─

╩ ∆╢ ─ ה ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

ừ ─ (Ⱨכ◒ ⁸○ⱨⱧכ◒

─ )  

V Ᵽ☻─ │⁸ ⌐≈™≡│Ⱨכ◒ ⁸○

ⱨⱧכ◒ ☻ⱦכ◘─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

V Ᵽ☻─ ♄▬ꜘ│⁸ ─ ⅜ ™ ≢─

≢─ ╡ ⅞⁸╕√⁸ ─ ⌂≥╩ ⇔√ ┼─

⇔⌐≈™≡╙⁸ ─ ╛ ╩ ╕ⅎ ⇔⌐

↑√ ╩ ™╕∆⁹ 

ừ ╛ ⌐ ∂√ ─ ⇔  

V ─ ⌂≥⌐╟╡ ─ ⅜ ╕╣╢

⁸∕─ ⁸ ─ ⌐╟╡ ⅜ ⇔≡™╢⌂

≥⁸ ╛ ─ ⌐ ╦∑⁸ ─

⇔╛ ⁸Ᵽ☻ ─ ⌂≥⁸ ─ ╛ ⁸ ⁸

≤─ ╙ ╕ⅎ√ ⇔╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

ừ ⌐ ∂√ ─ ה ה  

V ⅜ ™ ≢│ ≢№∫≡╙ ╛ ╡ ⇔⅜

∆╢↓≤⁸╕√⁸ ⌐ ⅜ ∆╢√╘ ╡ ⇔⅜ ∆

╢⌂≥─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔√ ╛ ─ ⁸

─ ⌂≥─ ╩ ╘≡╕™╡╕∆⁹ 

 ⁸  
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 ( )-   MaaS  

 ừnoroca( )─  

V ⅔כⱣ☻╩ ≢ ≢⅝╢ ─◘Ⱪ☻ⱪꜞ◒ⱪ

◦ꜛfi ╩ ≤⇔√ noroca─ ╩ ™╕

∆⁹ 

╕√⁸☻ⱴⱱ de noroca ⌐ ─☻Ᵽכ⅔⁸⇔

─ ╩ כ◦◒♃─╘√╢∆ ╩ ∆╢↓≤

≢⁸ ⅝ ⅝⁸ ╙⅜ ≢ ⇔╛∆™ ╩ ⇔╕∆⁹ 

ừ◐ꜗ♇◦ꜙ꜠☻ ─  

V 7( 2025) 10 ╟╡ Ᵽ☻ ≢ ⇔√

♪כ◌ ⌐≈™≡⁸ ╛Ᵽ☻ ┼─ ⌐≡

╩ ™╕∆⁹ 

ừ ─  

V ─ ™─ ╛⁸ ⌂╢ ⁸ ⌐╟

╢ ─ ⁸ ─ ⌂≥╩ ≤⇔≡⁸

─ ╩ ™╕∆⁹ 

 ⁸  

 

 ( )-    

 ừⱣ☻꜡◔כ◦ꜛfi◦☻♥ⱶ╩ ⇔√♄▬ꜘ─  

V ♦☺♃ꜟ♩ꜝfi☻ⱨ◊כⱷכ◦ꜛfi DX ─ ╩ ™≡⁸

⌐≡ ╠╣√ ⁸Ᵽ☻ ↔≤─ ♄╩♃כ♦

▬ꜘ ⇔ ─ ≤∆╢↓≤≢⁸Ᵽ☻ ♄▬ꜘ─ ⌐

╘≡™⅝╕∆⁹ 

ừ ⁸ ─ꜞ▪ꜟ♃▬ⱶ  

V ⁸⅔כⱣ☻─ ⁸♃כ♦ ♃כ♦ ╩⁸ ☻ⱦכ◘

⌐ ∆╢↓≤≢⁸ ┼─ ╩ ∫≡™╕∆⁹

∑≡⁸ ☻Ᵽכ⅔⁸ ⌐ ↕╣√ GPS⁸ ☿fi◘כ ╩

╩♃כ♦≡™ ⇔⁸ꜞ ▪ꜟ♃▬ⱶ≢ ⁸ ╩

↑⌐ ∆╢↓≤≢ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừSNSהweb≢─  

V ⅔כⱣ☻─ ⁸♃כ♦ ♃כ♦ ╩⁸ ☻ⱦכ◘

┼─ ╩ ™⁸IT ⌐╟╢ ─ ≤⇔≡ ╡ ⅞ ⁸ ⱱ

☻Ᵽכ⅔─≢☺כⱶⱭכ ⁸ ⱷכꜟ⅛╠─

╩ ⇔╕∆⁹╕√♄▬ꜘ ⌐ ╦∑√ ⌂ GTFS─

ה ╩ ™╕∆⁹ 
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 ( )-   (MM)  

 ừ ה ה ↑ MM─  

V ה ⌐ ☻Ᵽכ⅔⁸│≡↑ ◖fi♥☻♩─ ╛

≤ ≢ ╡ ─ ⁸ ≢ ה─╙╡─₈╢™≡⇔

─╡⅛√●▬♪Ⱪ♇◒( ⌐ ∆╢ )₉╛ ↑

⌐ ⇔≡™╢ ╩♩♇꜠ⱨכꜞ ™≡⁸ ─⇔ↄ

╖╛ ╩ ⅎ⁸ ╩ ╘≡╙╠℮↓≤≢⁸ ─ ─

╡ ↓⇔╩ ™╕∆⁹ 

⌐ ⇔≡│⁸ ─ ╛◄◖ ╩ ∆

╢√╘⁸ ╩♩♇꜠ⱨכꜞ⌐↑ ⇔⁸ ↑⌐ ה

⅝⅛↑╩ ™╕∆⁹ 

⇔ↄ ⌐ ⇔≡ √ ⌐ ↑≡│⁸ ≢ ╡╕≤╘

≡™╢ ↑ ─ ⌐ ─ ╛ ╩

╡ ╖⁸ ∆╢↓≤≢ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừ ™ ┼─  

V ┼─⅔כⱣ☻ ⌐ ∑≡⁸∕─ ↑⌐♦ⱴfi

♪Ᵽ☻─ ╩ ⇔⁸ ╩ ℮↓≤≢⁸ ╕≢─ ⌐

Ᵽ☻╛♦ⱴfi♪Ᵽ☻╩ ⇔≡╙╠℮√╘─ ↑╩ ™╕

∆⁹╕√⁸ ™ ⌐ ╩ ∫≡™√∞⅝⁸ ⌐ ∫≡╖√™

≤ ⅎ╢╟℮⁸ ╛ ╩ ∆╢√╘─ ╩⁸

⅔╛╕╛ SNS ╩ ∂≡ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

ừ ▬ⱬfi♩≤─  

V ─ ▬ⱬfi♩≤ ⇔⁸ ─ ╩

⌐↔ ™√∞ↄ↓≤╛ ≢ ↕╣√ ⌐ ⇔≡

╩ ∆╢⌂≥⁸ ⌐╟╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 
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4-3-2. ᶨ◦כῖ ӽ 

 ( )-    

 ừ ─  

V ♦ⱴfi♪Ᵽ☻─ │⁸ ─ ⁸ ⁸ ─

⌐ ∂≡ ╩ ™⁸ ⌐ ↑√ ה ╩ ╘≡™⅝

╕∆⁹ 

ừ ─◖Ⱶꜙ♬♥▫ ╛ ה ─

 

V ─ ⁸ ☿fi♃כ⌂≥⌐ ☻Ɑכ☻╛

╩ ∆╢↓≤≢ₐ ─ ⱢⱩₑ≤⇔≡ ↕∑╕∆⁹ 

V ─ fiⱦ♬⌂≥⁸◖⁸כⱤכ☻⁸ ─ ╩ ⇔√

⅜ ™ ╩ (Ⱶכ♥▫fi◓ⱳ▬fi♩)≤⇔≡

⇔╕∆⁹ ⌐⁸ ™∆╛ ≢╙ ╡ ╡⇔╛∆™

╩ ≢⅝╢╟℮⁸ ה ≤ ╩ ™╕∆⁹ 

ừ ⅛╡╛∆™ ─  

V ≢│ ─ ⅜ ™√╘⁸ ⅝⌂ ⁸◦fiⱪꜟ

⌂꜠▬▪►♩⌐╟╢ ╛∆™ ─ ╛⁸Ᵽ☻ ה ⱳ

▬fi♩ה ─ ╩ ♦◙▬fi≤∆╢⌂≥⁸ ≢

≢⅝╢ ⌐ ⇔╕∆⁹ ⅛╠─ ≢№╢₈≥↓≢ ≡┌

™™⅛ ⅛╠⌂™₉╛₈ ⅜ ╖≠╠™₉⌂≥─ ╩ ╡

╕∆⁹╕√⁸ ⌐│⁸♦ⱴfi♪Ᵽ☻─ ⅜ ≢⅝╢ QR

─♪כ◖ ⁸ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢ ⌐│⁸ ─

⌐≈™≡╙ ™√∞ↄ ⁸ ⌐ ↑√ ╩ ╘≡

™⅝╕∆⁹ 

ừ ─ ─  

V ─ ⅜ №╢ ( ה ה ⌂≥)

≢│⁸ ┼─ ⱳ▬fi♩◘▬fi─ ⁸ ─

◘▬fi╩ ∆╢↓≤≢⁸ ╡ ╕≢─ ╩ ⇔⁸

─ ≤∆╢⌂≥⁸ ╘≡ ∆╢ ≢╙ ╦⌂™╟℮⌂

≤⌂╢╟℮ ⇔╕∆⁹ 

 ⁸  
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 ( )-   ( )  

 ừAI ♦ⱴfi♪Ᵽ☻─  

V ♦ⱴfi♪Ᵽ☻│⁸ ∂ ─ ╩╕≤╘≡ ∑╢ ╡╩

⌐ ⇔⁸ ─ ♩☻◖ה ╩ ╢╟℮⁸◦☻♥ⱶ

─ ╛ ─ ⇔╩ ™⌂⅜╠⁸AI( )╩ ⇔

╩ ℮ₐAI ♦ⱴfi♪Ᵽ☻ₑ─ ╩ ™√⇔╕∆⁹ 

ừ♦ⱴfi♪Ᵽ☻─ ⌐ ℮ ─  

V ♦ⱴfi♪Ᵽ☻ ⅛╠─₈ ⅜ ⌂™√╘ ⇔≡

⇔™₉≤─ ╩ ↑⁸ ─☿♄fi ⅛╠Ⱶ♬Ᵽfi

╩ ∆╢↓≤≢ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 ⁸  

 

 ( )-    

 ừ ה ─ ◄ꜞ▪│ ☻ⱦכ◘⌐  

V ╛ ™ ⁸ │ ─ ≢№╢↓≤⅛╠⁸

⌐ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

ừ ─  

V ≥↓⅛╠≢╙ 10 ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸

─ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừ ™ ה ─  

V ⁸ ☿fi♃⁸כ ⁸ ⌂≥⁸

( 8:00 17:00)─ ╛ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

  

 

 ( )-    

 ừ⅔כⱣ☻ ─  

V ⅜ ╩ ⇔≡╙ ─ ╩ ╦⌂™╟℮⁸ ה

™ ה ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ☻Ᵽכ⅔₈─┼

₉ ╩ ⇔╕∆⁹ 

ừ ─ ≤  

V ⅜Ᵽ☻ ⌐ ╩ ∂⌂™╟℮⁸™⅝™⅝┤╣№™☿fi

╛כ♃ ─ ⁸ ☿fi♃כ≤ ⇔

≡⁸ ─ ╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮ ╩ ™⁸

ה ─ ה ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸

(♦ⱴfi♪ )≤╙ ⇔⁸ ╩ ⅎ⌂™ ⅜

⌂ↄ ה ™ ≢⅝╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

V Ᵽ☻ ╩ ⇔╕∆⁹ 
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 ( )-    

 ừ ─ ≤⇔≡─ fiꜛ◦כ◄ꜞ◒꜠ה ה ▬

ⱬfi♩ ┼─▪◒☿☻─  

V ╛ ─ ⁸ ─ ⁸ ☿fi♃⁸┼≤⌂כⱣ

☻ ╛♦ⱴfi♪Ᵽ☻ ╩ ∆╢↓≤│ ─ ≤

≤╠ⅎ⁸ ה ─ ╩ ╘⁸ ╛ ─ ╩ ╡╕

∆⁹ 

 ⁸  
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4-3-3. ῖ ⱱ ᴦ ᶎ  

 ( )-    

 ừ ─☻ⱦכ◘ה  

V ╛ ─ ╩ ╕ⅎ⁸♄▬ הꜘ ─ ╛

─ ⇔╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ה ─♃כ♦ ⌐╟╢

─ ⌐ ╡ ╖⁸ ╠╣√ ╩ ⌐ ⇔√

⌂ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừ ה ─  

V ◘כⱦ☻╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─

╩ ≤⇔⁸ ≤─ ╩ ™⌂⅜╠⁸

≤⌂∫≡ ⌐ ↑√ ╛ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹

╕√⁸ ─ ─ ╛ ─ ⌐╟╡⁸ ⅝╛

∆™ ≠ↄ╡╩ ╘╕∆⁹ 

ừ ה ─  

V 10 ╩ ⇔√ ─ ◊fi♩ꜝfi☻ⱨכꜞ◓⁸∑╦№⌐

fiꜛ◦כⱷכ GX ─ ≢ EVⱣ☻╛Ɫ▬Ⱪꜞ♇♪ ─

╩ ╘╢↓≤≢⁸ ◖☻♩─ ≤ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừ ≤ ─  

V ─ ≤ ─ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ─

╛ ⌐≈™≡ ╩ ╘╢↓≤≢⁸ ⇔√

─ ≤ ╩ ⅎ╢ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừ ─ ה ─  

V ⌐ ╢ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ─

╩ ╕ⅎ√ ─ ⇔⁸ ╛ ─№╡ ⌐≈™

≡ ה ╩ ™ ⌂ ⌐≈⌂→╕∆⁹ 

ừ꜠ⱬꜟ Ᵽ☻─ ⌐ ↑√  

V 3( 2021) │ ⌐≡ ⅛╠ ◐ꜗfi

Ɽ☻ ⌐≡ ╩ ⁸ 7( 2025) ⌐│ ─

Ᵽ☻ ⌐ ↑≡⁸ ⌐≡ ⅛╠⅔╛╕╝℮ⅎ╪Ɫ

◒כ◊►♩☻▼flכ ⌐≡ ╩ ™╕⇔√⁹ │⁸

⌐≡ √ ╛ ─ ╩ ™⌂⅜╠⁸꜠ⱬꜟ 4

Ᵽ☻─ ⌐ ↑√ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

 ⁸  
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 ( )-    

 ừ ─☼כ♬ ≤  

V ╛ ⅛╠─ ⁸ ─ ╩ ∂≡⁸ ─

⌐ ╩☼כ♬√⇔ ⌐ ⇔⁸ ┼ ⇔╕∆⁹ 

V ╕√⁸ ⁸╡╟♃כ♦ ─ ⇔╩ ℮⌂≥⁸ ⌐

╘╕∆⁹ 

ừ ⌐╟╢ ─  

V ○כ♫כ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢ ⌐ ∆╢

╦╡⌐⁸ ─ ⁸ ╩ ℮₈ ◖Ⱶꜙ♬

♥▫Ᵽ☻ כ♫כ○ ₉⌐≈™≡⁸ ╛ ┼─

╩ ∆╢↓≤≢⁸ ╩₈Ᵽ☻─ ╡ ╡∆╢ ₉⅛╠⁸

∕─ ─◦fiⱲꜟ≤⇔≡ ╩ ∫≡™√∞↑╢╟℮⌐ ╡╕

∆⁹ 

V ╩ ∆╢↓≤≢ ◖Ⱶꜙ♬♥▫Ᵽ☻─ ⌐

⇔≡™√∞ↄ₈ ◖Ⱶꜙ♬♥▫Ᵽ☻ ◘ⱳכ♃כ ₉

⌐≈™≡⁸ ⌐ ∂≡ⱱכⱶⱭכ☺╛ ≢─ ⇔⁸⅔

╩☻Ᵽכ ⇔≡™╢↓≤⅜ ╛ ─ ⌐ ≢⅝╢

╟℮ ⌐ ⌐ ╩ ™⁸ ╩ ≢ ⅎ╢

╖╩ ⇔╕∆⁹ 

ừ ה ≤─ ─ ╖≠ↄ╡  

V ╛ ⁸ ≤ ⇔⁸ ╩ ≢ ⅎ╢ ╖≠ↄ╡

╩ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ∂√ ─ ⁸

─№╡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

V ─ Ᵽ☻⁸ ☻Ᵽꜟכ◒☻─ ⁸ ╩ ⅎ

╢ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ Ᵽ☻ ≤⇔≡─ ⁸

⁸ ⌐ ↑√ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

 ⁸ ⁸ ⌐ ™√∞↑╢ ה  
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 ( )-    

 ừ ⌐╟╢  

V ⌂ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⇔√ ─ ╩ ⇔╕

∆⁹ 

ừ ─  

V ⅔╛╕╕∟≠ↄ╡ ─ⱷ♬ꜙכ⅔₈כⱣ☻≢ ⅛↑╟℮₉╛

╩ ∂≡⁸ ─ ╛ ⌐≈™≡

╩ ╘⁸ ╩ ⅎ╢ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

ừ ╩ ┬◖Ⱶꜙ♬♥▫Ᵽ☻─  

V ≤─ ─ ╛ ╩ ⇔⁸ ╩

∆╢ ─ ╛ ─ ⁸ ⁸

⁸ ┼─▪◒☿☻ ╩ ⌐◖Ⱶꜙ♬♥▫Ᵽ☻─

╩ ⇔╕∆⁹ 

 ⁸ ⁸  
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ὓᵊ ᴮ◙ (KPI)  

5-1. ῝Ặῖ  

本章では、第３章で整理した「公共交通により実現を目指すまちと暮らしの

姿」を実現するため、公共交通サービスが達成すべき目標を設定するとともに、

その実現状況を客観的に把握するための成果指標(KPI )を設定します。 

5-1-1. ◕ῖ ӽ( ◕ ῝Ặῖ ̰ ‰ ῝Ặῖ ằ Ḋ) 

都市交通領域における公共交通サービスの目標を検討します。 

総合都市交通計画では、バスの年間利用者数を令和 22(2040)年の 210 万人へ増

加させる目標を設定しています。しかし、この目標を単純に年次配分すると、令

和 7(2025)年の目標値は約 106 万人となる一方で、令和 6(2024)年時点ですでに

130 万人が利用しており、令和 7 年時点の目標値を約 1.2 倍上回っている状況に

あります。 

このため、直近の利用者数の伸びと、令和 22(2040)年に向けて増加ペースが

徐々に緩やかになることも踏まえ、新たな年間利用者数の目標値として 230 万人

を設定しました。 

また、総合都市交通計画では、自動車の代表交通手段分担率について、令和元

(2019)年の 69％から令和 22(2040)年の 60％へ低減する目標を掲げています。こ

の 9 ポイントの削減分のうち、約 4 割をバス輸送で代替すると仮定すると、1 日

当たりのバストリップ数は約 11,000 トリップとなります。これを年間利用者数に

換算すると、おおむね 400 万人規模に相当します。以上を踏まえ、発展目標とし

て年間 400 万人を設定しました 

こうした年間利用者数の目標を含め、都市交通分野における上位目的の達成に

向けて、公共交通サービスが満たすべき効果の目標を、以下のとおり定めます。 

þ ∞ ǡǒǴǡ ȞºȼȢǡ ( ╓)  

視点 目標[ 令和 22(2040)年]  

拠点連携と回遊性の

向上による都市の活

力創出 

¶ 都市交通領域において公共交通と徒歩を組み合わせた利便性

の高い移動環境を実現する。主要路線のバス運行本数をピーク

時毎時２本、オフピーク時毎時 1 本にする。 

¶ 小山駅を拠点に市内・市外へ移動しやすい環境を実現する。 

安全・安心で環境に配

慮した移動環境の形

成 

¶ おーバスの年間利用者数を目標 230 万人にする。 

¶ 通勤・通学時のバス利用割合を目標 2.5%にする 

¶ 定期券の保有者数を目標 2,000 人(学生 750 人)にする。 

¶ 75 歳以上の年間免許返納者数を 450 人にする。 

¶ 市民の満足度を目標 30％以上にする。 

 

多様な活動機会を支 ¶ 定期券の保有者数を目標 2,000 人(学生 750 人)にする。 
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視点 目標[ 令和 22(2040)年]  

える移動手段の確保 ¶ 市民が自動車を使わなくても中心市街地や主な公園等で気軽

に余暇を楽しめるようにする。タクシーサービスの利用回数を

目標 4,600 回にする。小山駅・間々田駅の利用者数を目標 5,000

人・400 人以上にする。 

¶ サイクルアンドバスライドの設置数を 35 か所にする。 

 

5-1-2. ᶨ◦כῖ ӽ 

生活支援交通領域では次のとおりです。 

þ ∞ ǡǒǴǡ ȞºȼȢǡ ( ⱱ ╓)  

視点 目標 

日常生活を支える移

動手段の確保 

¶ 全ての市民が、自らの交通手段または生活支援交通を通して、生活

に必須な活動機会及び一定の社会的交流活動の機会を獲得できる

こと。 

¶ 生活支援交通によって実現できる活動機会の獲得水準を次表のと

おりとする。 

þ ⱱ ǞǻǾ ǡ  

 通院 買い物 交流 

回数 週 2 日、各 1 往復 隔日 1 往復 週 1 日 1 往復 

ばらつき なし なし あり 

目的地滞在時間 10 時-17 時 日中 1 時間 9 時-17 時 

活動機会の獲得地点 新小山市民病院、中

心市街地、かかりつ

け医院 

中心市街地、近隣拠点 中心市街地、近隣拠点 

 

5-1-3. ῖ ⱱ ᴦ ᶎ ʿᴅ ӽ 

交通サービスの持続可能性の確保の観点では、次のとおりです。 

þ ∞ ǡǒǴǡ ȞºȼȢǡ  

 ( ȞºȼȢǡ סּ ǡ יִ¥ ╓)  

視点 目標 

将来にわたり公共交

通を維持する持続可

能な運営 

¶ 行政が計画の実現に向けて果たした役割を示す目標として、公共

交通投資額を 247,517 千円以上とする。 

¶ 政策実現にあたって効率性の確保を図るため、キロ当たり運行単

価を北関東ブロック標準経常費用以下、おーバス全路線収支率を

45%以上にする。 
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5-2. ὓᵊ ᴮ◙  

公共交通によって実現を目指すまちと暮らしの姿に対して、その実現状況を客

観的に把握するための成果指標(KPI )を設定します。 

 
◙ ―  

指標は、計画の進捗を安定的に把握するため、毎年のモニタリングを前提とし

て設定します。これにより、計画期間を通じて安定的な成果把握が可能となりま

す。 

 

þ ǡ ǡ לּ ( )  

 
ǊǒƷלּ

 
 

 

( 6(2024) )  

 

( 13( 2031) )  

 

( 22( 2040) )  

ɋȴȨɓ

ɜșǡ

 

 

 

【都市交通領

域】拠点連携

と回遊性の向

上による都市

の活力創出 

ǡ

ȅǜǿǓ

Ǆ ǴǼǿǒ

ƾ 

ă1ǡ

ȹȢǡ◖

 

ȽºȘ  

 2  ȓȾ

ȽºȘ Ŧ

ȅ  

ȽºȘ  

2   

ȓȾȽºȘ  

Ŧ  

ȽºȘ  

 2   

ȓȾȽºȘ  

Ŧ  

  

ȅ

Ǟ ǿǾ

ǆǛƿǚǀǾ

ǻƹǞǝǖǒ

ƾ 

ƽºȹȢ

♯¤ · ♯

Ŧ

 

♯¥3,483  

· ♯¥197  

[ 6( 2024) ]  

♯¥4, 000  

· ♯¥270  

♯¥5,000  

· ♯¥400  
  

【都市交通領

域】安全・安心

で環境に配慮

した移動環境

の形成 

ǜǿǓǄ ǂ

ǡ ƿ

ǡ

Ǟ Ǌǒƾ 

ƽºȹȢ

 
1,301,950  

[ 6( 2024) ]  
185  230    

¤

ǡȹȢ

 

1.3% 

[ 2( 2020) ]  
2.0% 2.5% 10  

 
 

Ǟ

ǄǙ Ǟȍɜ

ȺȘȱǡ ǀ

Ʒ ¤

ȱɓȬɀǞƽ

ƷǙǜǿǓǄ

ǫǡ

ƿ ȆǓ

ƾ 

 

ǡ

 

1,165  

( 472 )  

[ 6( 2024) ]  

1,400  

( 500 )  

2,000  

( 750 )  
  

Ǟ ǄǙ

ǡ

ǫǡ ƿ

ȆǓƾ 

 

( 75 ∙ )  
395  

[ 6( 2024) ]  
400  450   

 
 

 Ȟº

ȼȢƿ ǡ

ȴºȣȅ ǒ

ǎǙƷǾǆǛ

ǡ  לּ

ǡ

ǫǡ  

( ȜɈɎȴȯ

ȌȹȢǡ◖

Ǟ 

ÚǷǷ

)  

18.3% 22% 30% 5  
ǡ
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ǊǒƷלּ

 
 

 

( 6(2024) )  

 

( 13( 2031) )  

 

( 22( 2040) )  

ɋȴȨɓ

ɜșǡ

 

 

 

【都市交通領

域】多様な活

動機会を支え

る移動手段の

確保 

Șɔɇƿǝǂ

Ǚǵ ǂ ȅ

ǈǿǝƷ

ȅǜǿǓ

Ǆ ǲ ǎǒ

ƾ 

 

↨ ᴴ↨ ᶆ ᶊ ᵶᵾ┌ ᶍ ᶊ ᵷ 

Ƿתּ

ǚǡ

ǡ ȅǜ

ǿǓǄ ǴǼ

ǿǒƾ 

ȨȘȠºȞº

ȼȢă2ǡ
 

1,917  
[ 6( 2024) ]  

3,600  4,600    

ƽºȹȢ

♯¤ · ♯

Ŧ

 

ᶇ ᶍ ᶊᶧᶪ ᶍ ᶊ ᵷ 

ȅ

ǊǷǌƷ

ƿ ƻǼǿ

ǙƷǾƾ 

ȞȍȘɔȋɜ

ȲȹȢɒȍȲ

ǡ  

18ƾ  
[ 6( 2024) ]  

30ƾ  35ƾ    

【生活支援領

域】日常生活

を支える移動

手段の確保 

ɋȼɓȯȌ

ƿǜǿǓǄ

Ǌǒƾ 

Ȕȹ

º  
96.1% 96%  96%    

ȰɇɜȲ

 
7,504 

[ 6( 2024) ]  
12,000  13,000    

(

╪¤

♯ ) ǫǡȋ

ȘȤȢă3 

סּ סּ  סּ     

【交通サービ

スの維持可能

性の確保】 

将来にわたり

公共交通を維

持する持続可

能な運営 

ǛǊǙ

ǡ Ǟ

ǄǙǜǿǓǄ

ȅֹוǒǊ

Ǚǀǒƾ 

 
247,517 ⱦ 

[ 6( 2024) ]  
247,517 ⱦ  247,517 ⱦ    

ǞƵ

ǒǖǙǡ

ǡ  

Ȗɖ ǒǽ◖

 לּ
398ⱦ 

[ 6( 2024) ]  

ȿɖȬȘ

∙

 זּ

ȿɖȬȘ

 זּ∙
  

ǝ◖  ƽºȹȢ

 

42.7% 

[ 6( 2024) ]  45%∙  45%∙    

※1 立地適正化計画で定められる拠点間、及び中心市街地と大型商業施設間を結ぶ路線群 

※2 路線バスやデマンドバスでの課題をタクシーで補い、公共交通サービス水準の向上を図るため、モバイル定期券また

はモバイル回数券の保有者に対して、タクシーの利用金額に応じて半額(上限：2000 円)を補助する制度。 

※3 市内各地から通院拠点(新小山市民病院)、買物・交流拠点(小山駅周辺市街地)の双方に午前 10 時までにたどり着ける

かを検証  
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ὓᵊ ֫ (PDCA) 

6-1. ὓᵊ ֫  

本計画の運用方法は、本計画の各内容の役割を考慮して定めます。 

本計画自体は、総合都市交通計画の下位計画として、長期的にその役割を果た

し続ける必要があります。一方、短期の実行プランの役割を併せ持っており、そ

れについては一定期間内での達成度評価が必要です。したがって、本計画の運用

の時間軸は、内容別に下記のとおりとします。 

þ ǡ Ǜ◖  

計画の内容 目標年次 目標年次到達時の更新の内容 

地域公共交通計画全体 長期継続 内容を更新しながら、計画スケジ

ュールに合わせて長期継続。 

第 1 章 地域公共交通の基本的な方針 

第 2 章 小山市地域公共交通の現状・課題 

第 3 章 地域公共交通が目指す姿、方向性 

5年間を 

目安 

行政課題の変化に合わせて内容を

見直し。 

第４章 地域公共交通が目指す姿の実現

に向けた施策・事業 

随時 実践を通して把握した知見を反映。 

ただし、サービス水準の保障に関す

る内容はその長期安定性に配慮。 

第５章 計画の成果指標(KPI )・目標値 

第 7 章 小山市コミュニティバス事業計

画 

5年間を 

目安 

5 年に一度評価と更新を実施。 

 

þ ǡ◖ ȢȚȡɎºɔ 
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╦◕ ⱧỘὓᵊ 

7-1. ӡ ᶤ 

(要綱第 17 条の 1 関係)  

おーバス等各路線の本市の公共交通ネットワークにおける位置づけと役割は以

下の通りです。 

þ ǞƽǄǾ ǡ∞ ǘǄ 

 

注：高速バスは例示であり、現在本市を発着する高速バスは存在しない。 
 

本市では、地域公共交通を総合行政における課題解決手段と位置付けており、

課題解決に果たす役割に着目してその位置づけを整理しています。「3-2-1 公共交

通政策における領域区分の考え方」、「3-2-2 地域公共交通により実現する目標と

目指す暮らしの姿」で示しております。この観点から、各種交通手段の位置づけ

を下記の通り示します。なお、「交通サービスの持続可能性の確保」の観点につい

ては、「サービスの存続を支えること」を役割としていることから、ここでは対象

としません。 
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þ ǡ∞ ǘǄ 

サービス種類 都市交通領域での役割 生活支援交通領域での役割 

新幹線 

国土レベルの高速交通手段と

して確実な地位を築いてお

り、マイカー利用とほとんど

競合しませんので、本市の地

域公共交通政策の一環として

は、直接アプローチはしませ

ん。ただし、地域公共交通計画

で扱う公共交通のサービス設

計において新幹線のダイヤと

の連携を確保します。 

 

幹線鉄道 

(宇都宮線、両

毛線、 

水戸線)  

大量・高速輸送の特性を生か

したサービスが提供されてい

ます。本市の都市公共交通体

系にとって不可欠な構成要素

です。 

都市交通としての幹線鉄道サービ

スを通して、マイカーを自由に使え

ない住民の活動機会の確保を図り

ます。 

路線バス 

(おーバス)  

住宅地と中心市街地・小山駅

と目的施設の間に発生する通

勤・通学・私事・業務の放射状

で比較的定型的な交通需要を

マイカーから公共交通に効率

的に吸収する役割を担いま

す。 

都市交通としての路線バスサービ

スを通して、マイカーを自由に使え

ない住民の活動機会の確保を図り

ます。 

都市交通によっては確保されない

生活支援交通は個別輸送を原則と

しますが、一定量の定型的な輸送需

要があるために定時定路線の輸送

特性が発揮できるものについては、

路線バスを設定することがありま

す。 
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サービス種類 都市交通領域での役割 生活支援交通領域での役割 

送迎バス 

住宅地と中心市街地・小山駅と

目的施設の間に発生する通勤・

通学・私事・業務の放射状で比

較的定型的な交通需要を、交通

需要の発生源の施設管理者の

負担により、マイカーから公共

交通に効率的に吸収する役割

を担います。 

公共に開かれたサービスでは

ないため、本計画で直接扱いま

せんが、本市としてはこのよう

な取組を歓迎します。 

 

デ マ ン ド バ

ス、 

タクシー 

 

個別輸送で移動制約者の活動機会

の確保を図ることを原則とします。

サービス設計はおーバスを補完す

るタクシー補助を基本とし、その送

迎効率を高めるための相乗り促進

の措置・乗合区域運行の導入を必要

に応じて行います。住民にとって必

須の活動機会は本市の政策の一環

として保障しますが、それを上回る

部分について有償・無償のボランテ

ィア輸送に市民が取り組むことも

想定しています(福祉輸送)。 

マイカー 

市街地におけるマイカー利用

の過多が、交通混雑・交通事故・

公害・スプロール化などの問題

を引き起こしているため、マイ

カー利用の削減を図ります。 

市街地以外では、マイカーから公共

交通への転換を促すものではあり

ませんが、公共交通機関の相乗り促

進は、環境負荷低減のため推進して

まいります。 

自転車 
環境にやさしい交通手段とし

て、その利用を推進します。 

環境にやさしい交通手段として、そ

の利用を推進します。 

徒歩 

住民にとってもっとも基本的

な交通手段である「徒歩移動」

がさらにしやすいまちづくり

を進めます。 

住民にとってもっとも基本的な交

通手段である「徒歩移動」がさらに

しやすいまちづくりを進めます。 
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þ ȜɈɎȴȯȌȹȢƽºȹȢ ( 7( 2025) 10 1 )  
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7-2. ӽ῝Ặῖ ᶎ ӲⱱⱧỘ ֫“ ᶎ Ӳⱱ ֫“Ὁ

( Ὁ ) ӽ ῝Ặῖ ӡ ᶤ 

本市コミュニティバスの路線ごとの位置付けと役割は下記のとおりです。 

なお、本市コミュニティバスは、持続可能な運行を目指すため、全路線で地域

公共交通確保維持改善事業費補助金(地域内フィーダー系統確保維持費国庫補

助金)の補助を受けて運行しております。 

þ ǇǛǡ∞ ǄǛ  

路線名等 位置付け・役割 

羽川線 小山駅と小金井駅を結び国道４号の沿線をカバーする路線 

間々田線 小山駅と間々田駅を結び国道 4 号の沿線をカバーする路線 

高岳線 小山駅と㈱東光高岳を結び通勤、通学、買い物のニーズに
対応する路線 

城東中久喜線 小山駅と小山高専を結び、通勤、通学、買い物のニーズに対
応する路線 

土塔平成通り線 小山駅と土塔地区の住宅、小山第一工業団地を結び通勤、
通学、買い物のニーズに対応する路線 

大谷中央線 小山駅と大谷地区を結び、通勤、通学、買い物のニーズに対
応し、デマンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

思川駅線 小山駅と思川駅､小山西高校を結び、通学･通勤･買い物のニ
ーズに対応し、デマンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

道の駅線 小山駅と道の駅を結び、中地区を循環し、観光農園へのニ
ーズ及びデマンドバスとの乗り継ぎを担う路線 

新市民病院線 小山駅西口と新市民病院を結び、各方面からの乗り継ぎを
カバーする路線 

間々田東西線 
間々田駅とその周辺地区の移動をカバーするとともに間々
田駅と新市民病院を結び各方面からの乗り継ぎをカバーす
る路線 

城南循環線 
城南・新市民病院線 

小山駅と城東地区、城南地区の住宅地との移動サービス及
び小山駅東口と新市民病院を結びデマンドバスとの乗り継
ぎを担う路線 

渡良瀬ライン 小山駅から新市民病院、間々田駅を経由し、栃木市の渡良
瀬遊水地まで運行する広域路線 

ハーヴェストウォー
ク線 

小山駅と商業施設ハーヴェストウォークを結び、買い物の
ニーズ、通院、通勤・通学に対応する路線 

桑東部絹路線 小山駅から大谷北部、桑・絹地区を結び、通勤、通学、買い
物のニーズに対応する路線 

おやまぐるっと 
ライン 

扶桑団地から商業施設ハーヴェストウォーク、イオンモー
ル小山を経由し、新市民病院までを半環状に結び買い物、
通院等のニーズに対応する路線 

桑・絹エリア 市内北部、北東部の郊外における多様なニーズを担う路線 

大谷中南部・ 
間々田東部エリア 市内南東部の郊外における多様なニーズを担う路線 

豊田･中･穂積エリア 市内北西部の郊外における多様なニーズを担う路線 

中･穂積･寒川･生井
エリア 市内南西部の郊外における多様なニーズを担う路線 
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7-3. ӽ῝Ặῖ ᶎ ӲⱱⱧỘ  

 本市の概況として、鉄道が南北の宇都宮線と東北新幹線を軸に、東から水戸線、

西から両毛線が小山駅で結節しており、交通の要衝となっております。鉄道駅は

市内に小山駅、間々田駅、思川駅が設けられております。本市コミュニティバス

は、路線バス、デマンドバスにより構成される公共交通機関網で小山駅、間々田

駅、思川駅等を中心として市域内を広域的に網羅しております。 

 なお、民間路線バスは、モータリゼーションの進行に伴う利用者の減少により

平成 20(2008)年 3 月をもって全線廃止となりました。 

 そのため、おーバスが市民や市外から来訪者の日常生活機能を担う中、特に車

を運転できない方や鉄道利用者にとっては通勤・通学・通院・買い物等を中心に、

生活に必要不可欠な交通手段として機能しております。 

 また、鉄道等に通じる支線(フィーダー)の役割を果たしております。 

 

þ Ǧ ǡ ( 8( 2026) 3 )  

路線名等 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行 
様態 

事業 
主体 

運行主体 
(運行委託先)  

国庫補助 
事業の活用 

羽川線 
小山駅 
西口 

扶桑団地 
小金井駅 

西口 
4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

間々田線 
小山駅 
西口 

小山第三 
小学校南 

間々田駅 
西口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

高岳線 
小山駅 
東口 

イオンモール 
小山前 

東光 
高岳北 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

城東 
中久喜線 

小山駅 
東口 

イオンモール 
小山前 

高専 
正門 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

土塔平成 
通り線 

小山駅 
東口 

関東能開 
大正門 

横倉 
公民館 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

大谷 
中央線 

小山駅 
東口 

大谷公民館 
小山駅 
東口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

思川駅線 
小山駅 
西口 

思川駅 
小山駅 
西口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダー

補助 

道の駅線 
小山駅 
西口 

道の駅 昭里 
4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダー

補助 

新市民 
病院線 

小山駅 
西口 

原之内 
公園前 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

間々田 
東西線 

光南病
院 

間々田駅 
東口 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダー

補助 

城南循環線 
小山駅 
東口 

城南公園 
入口 

小山駅 
東口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

関東自動車 
(株)  

関東自動車 
(株)  

フィーダー
補助 

渡良瀬 
ライン 

小山駅 
西口 

間々田駅 
西口 

ラムサール 
渡良瀬遊水地駅 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
大山 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

ハーヴェスト 
ウォーク線 

小山駅 
西口 

ハーヴェスト 
ウォーク 

小山温泉 
思川 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

(株)小山 
中央観光バス 

(株)小山 
中央観光バス 

フィーダー
補助 

城南・新市民病
院線 

小山駅 
東口 

城南公園 
入口 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

関東自動車 
(株)  

関東自動車 
(株)  

フィーダー
補助 

桑東部 
絹路線 

小山駅 
東口 

絹公民館 
前 

小山駅 
東口 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

大山タクシー 
(有)  

大山 
タクシー(有)  

フィーダー
補助 

おやまぐるっと 
ライン 

扶桑 
団地 

ハーヴェスト 
ウォーク 

新市民 
病院 

4 条 
乗合 

路線定 
期運行 

小山市 
友井 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 



64 

 

桑・絹 
エリア 

－ 
桑・絹 
地区 

－ 
4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
小山合同 

タクシー(株)  
フィーダー

補助 

大谷中南部･ 
間々田東部 

エリア 
－ 

大谷中南部・間々
田東部地区 

－ 
4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
友井 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

豊田･中･ 
穂積エリア 

－ 
豊田・中・ 
穂積地区 

－ 
4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
大山 

タクシー(有)  
フィーダー

補助 

中･穂積･寒川・ 
生井エリア 

－ 
中・穂積・ 

寒川・生井地区 
－ 

4 条 
乗合 

区域 
運行 

小山市 
(株)小山 

中央観光バス 
フィーダー

補助 

 しかし、人件費や燃料費の高騰、さらには運行車両の老朽化等に伴い収支は大

きく改善せず、行政負担の増加をはじめ、運行に様々な問題が発生しております。 

 このため、地域公共交通確保維持事業により、小山市地域公共交通計画に位置

付けた路線を確保・維持することで、住民の生活交通手段を存続させていく必要

があります。 

 

7-4. ῟ᴮ ᴣ︣  

 本計画の成果指標(KPI )・目標値は第５章にて整理していますが、地域公共交通

活性化再生法第５条第４項に基づいて地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律施行規則第 10 条の 2 が記載に努めるよう求めている「地域旅客運送サービス

についての利用者の数、収支、その費用に係る国又は地方公共団体の支出の額等」

の定量的な目標について再掲します。(ここでの目標値は基本目標のみ掲載)  

 

þ ǝ ¤ Ǜǐǡוֹ לּ  

 

目標項目 データ取得方法 現状値 
目標値 

(令和 13(2031)年)  

おーバス 

年間利用者数 

乗務員にて乗車人数をカ

ウントした数値を利用 
1,384,550 人 185 万人 

収支率 
事業者報告書、決算報告書

等資料から毎年計測 
42.7% 45%以上 

公共交通投資額 市会計決算より毎年整理 247,517 千円 247,517 千円 


